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アクションプラン策定の背景・現状

目指すべき生徒像

石川県高等学校「学びの力」向上アクションプランの体系

目標１　一人ひとりの資質・能力を高め、社会の変化に対応できる実践力を育む
　　　　教育の推進
　　　　  １ 社会活動を行う上で共通に身に付けるべき資質・能力の育成
　　　　　　ア．生徒の資質・能力と学習到達度に応じた学力の質を確保する取組

　　　　　　イ．卒業後の社会で必要とされる資質・能力の育成

　　　　  ２ 学校のタイプや多様な進路に応じたタフな学力を育む教育の推進
　　　　　　ア．学校の特性に応じて更なる高みを目指した取組の充実

　　　　　　イ．時代のニーズに呼応した実践的な産業教育の充実

目標２　未来への飛躍を実現する人材の育成
　　　　  １ 地域の活性化に貢献できる人材の育成
　　　　　　ア．地域社会の一員として主体的に参加する態度やふるさと愛の伸長　

　　　　　　イ．地域に活力を与える企画力を備えた人材の育成

　　　　  ２ イノベーションを担う人材の育成
　　　　　　ア．最先端の科学分野で活躍しようとする意欲や科学的スキルの獲得

　　　　　　イ．人文分野での活躍を志す人材の育成

　　　　  ３ 世界に羽ばたくグローバル人材の育成
　　　　　　ア．幅広い教養や国際的な視野の獲得

　　　　　　イ．英語コミュニケーション能力の育成

目標３　教員の資質・能力や学校の経営力の向上
　　　　  １ 教員の専門性を高める研修の推進

　　　　  ２ 組織的学校経営の推進

　　　　  ３ 教員の視野を拡げる取組の推進

目標４　質の高い学びを実現する教育環境の整備
　　　　  １ 新たな学びに対応した評価システムの構築

　　　　  ２ 新たな学びを実現する学習環境の整備

　　　　  ３ 産業構造や技術革新に対応できる高校の環境整備

Ｑ＆Ａ
アクションプラン策定推進委員会名簿

【資料】  ・石川県高等学校「学びの力」向上アクションプラン全体構想（概要版）
　　　  ・学力スタンダードの概要
　　　  ・指導計画書（学力スタンダード）の解説
　　　  ・「学力スタンダード」ガイドライン抜粋

石川県高等学校「学びの力」向上アクションプラン

目　次

1

１
ウ
ラ
　「
学
び
の
力
」
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
　
石
川
県
教
育
委
員
会



グローバル化や情報化の進展などにより世界全体が急速に変化する中で、少子高齢化、ま
た、それに伴う生産年齢人口の減少、あるいは首都圏への人口一極集中による地方の過疎化の
進行など、今日の日本はかつて経験したことのない課題に直面しています。
本県においても、少子化が進行する中、中学卒業生の高等学校進学率は現在99％前後で推移
しており、多様な生徒の高等学校での受け入れが進んでいます。

一方、世界的なグローバル化の流れは本県の地域経済にも影響を及ぼし、地元中小企業や観
光業等においてもグローバルな展開が不可欠な状況となる中、高校卒業者に対して社会が求め
る役割は多様化しています。
また、近年の科学技術の進歩は産業構造にも変化を及ぼし、遠くない将来、人間の仕事が機
械やロボットに置き換わり、多くの若者が現在にはない仕事に就くことになるなどの見方もあ
り、将来を見通すことが非常に困難な時代とも言えます。

このような中にあって、将来の社会を支える若者一人ひとりが、それぞれの能力・個性を開
花させ人生を豊かにするとともに、自立し、最大限能力を発揮しながら、社会に参画・貢献し
ていくことが強く求められています。

しかしながら、中学校卒業生のほぼ全てが高等学校に進学する中では、これまでの教員個々
の力に頼る指導では限界があり、卒業後の進路の多様性や、校種の特性、各学校の抱える課題
を踏まえたうえで、学校をあげて生徒一人ひとりの学習意欲を高め、社会で生きていくために
必要となる力や社会の発展に貢献しうる力を共通に身に付けられるようにすることが最も重要
です。

こうした課題に対応するため、社会で必要とされる資質・能力を高め、実社会との様々な関
わりの中で未来への飛躍を実現する人材の育成に向け、行動指針「石川県高等学校『学びの
力』向上アクションプラン」を策定することとしました。

アクションプラン策定の背景・現状アクションプラン策定の背景・現状
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石川県教育委員会では、平成23年に「石川の教育振興基本計画」を策定
し、国際化や科学技術の進展、産業や経済構造の高度化、価値観やライフス
タイルの多様化など、社会の急速な変化に対応するため、「自ら学び、課題
を見付け、解決できる力を身に付けた、未来を切り拓こうとする気概あふれ
る積極果敢な人づくり」を目指して、様々な施策に取り組んでまいりまし
た。その中で、高等学校についても、生徒の個性や進路希望等を踏まえ、実
態に即した教育課程の編成・運用に努めると同時に、単位制や総合学科、中
高一貫教育等の活用など、特色ある学校づくりに向けて努めてきました。

しかしながら、社会情勢の変化は予想以上にスピードが速く、高校生を取
り巻く状況も大きく変化しています。加えて、進学率が極めて高く国民的教
育機関となっている状況を踏まえると、多様な高等学校の在り方を前提とし
た教育の質の確保を図る必要があります。さらに、従来型の授業では、必ず
しも生徒一人ひとりの学力を最大限に伸長しているとは言えず、教え育むべ
き学力の達成目標やその指導方法についての教員間での共通理解が十分に行
われていないとの指摘もされています。

そこで、県教育委員会としましては、本県高校生の学力、進路の多様化に
的確に対応し、学校経営を組織的に行うため、「高等学校『学びの力』向上
アクションプラン」を策定いたしました。

このアクションプランの中で、目指すべき生徒像を「自ら学び、課題を見
付け、解決できる力を身に付けた、心身ともにタフな生徒」と設定し、校種
の特性や生徒の学力、希望する進路などに応じたきめ細かい学力向上策を推
し進め、全国的にも良好な学力水準にある本県小・中学生の能力・可能性を
さらに伸長させ、保護者や産業界をはじめとした社会の期待に応えられるよ
う、高校教育の質の向上を目指してまいります。

「聞思して、遅慮することなかれ」という言葉があります。人生の拠り所
となる大切な言葉を聞き、自らの問題として懸命に考えつつも、ためらうこ
となく前進することの大切さを表したこの言葉は、教育を考えるにあたって
も、意義深い言葉であります。「そもそも、我々は学校で何を教えるのか」
という根源的な問いを、絶えず自分に問いかけているか、そして、教育の中
身を吟味した上、新しい教育方法を試みようとする姿勢を持ち続けている
か、教育に携わるものは常に自覚しなければなりません。

このアクションプランが目指す「心身ともにタフな生徒」の育成に向け
て、本県全ての県立高校及び教職員が一体となり、真に教えるべき内容や効
果的な指導法を検討し、着実に実践していくことで、保護者、県民の皆様に
信頼される教育の実現に努めてまいります。

もん  し ち  りょ
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さらに伸長させ、保護者や産業界をはじめとした社会の期待に応えられるよ
う、高校教育の質の向上を目指してまいります。

「聞思して、遅慮することなかれ」という言葉があります。人生の拠り所
となる大切な言葉を聞き、自らの問題として懸命に考えつつも、ためらうこ
となく前進することの大切さを表したこの言葉は、教育を考えるにあたって
も、意義深い言葉であります。「そもそも、我々は学校で何を教えるのか」
という根源的な問いを、絶えず自分に問いかけているか、そして、教育の中
身を吟味した上、新しい教育方法を試みようとする姿勢を持ち続けている
か、教育に携わるものは常に自覚しなければなりません。

このアクションプランが目指す「心身ともにタフな生徒」の育成に向け
て、本県全ての県立高校及び教職員が一体となり、真に教えるべき内容や効
果的な指導法を検討し、着実に実践していくことで、保護者、県民の皆様に
信頼される教育の実現に努めてまいります。

もん  し ち  りょ
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目標１　　　　　　　　　　　　

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を
育む教育の推進　　　　　　　　

現在の高等学校教育では、学習指導要領のもと、学力の三要素として捉えられている「知識・技能」、
「思考力・判断力・表現力等」、及び「主体的に学習に取り組む態度」の育成を目指しています。
しかしながら、本県の高等学校では、「思考力・判断力・表現力等」と「主体的に学習に取り組む態度」
を育む日々の指導について、まだまだ工夫改善が必要な状況にあります。また、論理的・批判的思考力
やコミュニケーション能力など実社会で必要とされる資質・能力についても、教科指導の中で確実に育
まれているとは言い切れません。
そこで、学力の三要素を基盤としつつ、多様化が一層進む社会において、自立した人間として他者と
協働しながら新しい価値を創造する力など、生徒一人ひとりの資質・能力を高め、２１世紀の社会を生
き抜く実践力を育んでいきます。

生徒の多様化が進み、高等学校を一括りに捉えることが難しくなっています。結果として、「高校

教育に共通に求められるものは何か」ということが曖昧になってきており、社会・産業界から社会

の一員として最低限必要な資質・能力を身に付けるべきとの指摘や、大学側から高等学校段階で

の学力を確実に身に付けるべきといった声があがっています。

これらの指摘を踏まえ、本県では学習指導要領で示される事柄を共通に身に付けるべき内容と

し、その内容に関する学習の深さで生徒の

多様化へ対応することとしました。この考

えのもとで、学習の到達目標を定め、生徒

の学習到達度を適切に把握するための仕組

みを導入するなど、生徒が社会活動を行う

上で共通に身に付けるべき資質・能力の育

成を目指していきます。

本県の高等学校では、生徒の資質・能力に応じた目標設定のもと学習の深さを教員間で共有化

することが徹底できていない場合があります。また、望ましい指導の手立てについても共有化さ

れていないことが多いといった課題があります。

こうした課題に組織的に対応するため、「学習指導方針（スクールポリシー）」を定めた上で各校

が生徒の目指すべき到達目標を設け、適切に到達状況をはかるとともに、望ましい指導の手立て

を共有化するための「指導計画書（学力スタンダード）」の設定などを通じて、生徒一人ひとりの

学力の質の確保に努めます。

生徒の資質・能力と学習到達度に応じた学力の質を確保する取組ア

生

１ 社会活動を行う上で共通に身に付けるべき資質・能力の育成

共通性の確保

学習指導要領で示さ
れる内容により共通
性を確保する。

多様化への対応

左記の内容に関する
学習の深さで多様な
生徒の実態に対応さ
せる。

6

1目標 一人ひとりの資質・能力を高め、社会の変化に
対応できる実践力を育む教育の推進

　

自ら学び、課題を見付け、

解決できる力を身に付けた、

心身ともにタフな生徒
　

現行学習指導要領においては、知識・技能の習得に加えて、思考力・判断力・表現力等の能
力や、主体的に学習に取り組む態度の育成を目指しており、本県においても、その実現に向け
て取組を進めているところです。また、生徒が主体性を持って多様な人々と協力して問題を発
見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）を取り入れた授業改善に取り
組もうとする動きも見受けられます。

しかしながら、多くの高等学校では、知識の暗記・再生に偏りがちで、思考力・判断力・表
現力や、主体性を持って多様な人々と協働する態度など、社会で必要とされる力が十分に育成
されていないという指摘もあります。

そこで、本プランでは、目指すべき生徒像を、「自ら学び、課題を見付け、解決できる力を
身に付けた、心身ともにタフな生徒」と設定しました。
「自ら学び、課題を見付け、解決できる力」については、高等学校教育を通じて学ぶ「知識・
技能」や、主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度（主体性・多様性・協働性）を身に
付けて、自ら課題を発見しその解決に向けて探究し表現する力（思考力・判断力・表現力）と
考えています。

また、「心身ともにタフ」については、解決することが難しい課題や困難な状況にあって
も、へこたれず立ち向かい打ち克つことができる姿をイメージしています。

本県では、これらの力や姿勢を身に付けた生徒の育成を目指します。　

目指すべき生徒像目指すべき生徒像
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石川県高等学校「学びの力」向上アクションプランの体系

創造性やチャレンジ精神、リーダーシップ、コミュニケー
ション能力、英語運用能力などを培い、変化する社会の中
で新たな価値を創出し、社会の各分野を牽引していく人材
を育成します。

未来への飛躍を実現する人材の育成

学力の三要素として捉えられている「知識・技能」と「思
考力・判断力・表現力等」及び「主体的に学習に取り組む
態度」を基盤とし、生徒一人ひとりの学力の、質の確保に
努めます。

目 標

1

目 標

2

教員の意識改革や資質・能力の向上に向け教員研修を充実
強化するとともに、様々な課題に対応するため、組織的な
学校経営への転換を図ります。

教員の資質・能力や学校の経営力の向上
目 標

3

学力向上に向けた評価システムや施設・設備など、質の高
い学びを実現する教育環境を整備します。

質の高い学びを実現する教育環境の整備
目 標

4

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を育む
教育の推進

目指す
生徒像

目　　　　　　　標

自
ら
学
び
、
課
題
を
見
付
け
、
解
決
で
き
る
力
を
身
に
付
け
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　心
身
と
も
に
タ
フ
な
生
徒

4

①社会活動を行う上で共通に身に付けるべき資質・能力の育成
　　ア．生徒の資質・能力と学習到達度に応じた学力の質を確保する取組
　　イ　卒業後の社会で必要とされる資質・能力の育成

②学校のタイプや多様な進路に応じたタフな学力を育む教育の推進
　　ア．学校の特性に応じて更なる高みを目指した取組の充実
　　イ　時代のニーズに呼応した実践的な産業教育の充実

目標 1

①地域の活性化に貢献できる人材の育成
　　ア．地域社会の一員として主体的に参加する態度やふるさと愛の伸長
　　イ　地域に活力を与える企画力を備えた人材の育成

②イノベーションを担う人材の育成
　　ア．最先端の科学分野で活躍しようとする意欲や科学的スキルの獲得
　　イ　人文分野での活躍を志す人材の育成

③世界に羽ばたくグローバル人材の育成
　　ア．幅広い教養や国際的な視野の獲得
　　イ　英語コミュニケーション能力の育成　

目標 2

①教員の専門性を高める研修の推進

②組織的学校経営の推進

③教員の視野を拡げる取組の推進

目標 3

①新たな学びに対応した評価システムの構築

②新たな学びを実現する学習環境の整備

③産業構造や技術革新に対応できる高校の環境整備

目標 4

施 策 等 の 方 針
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石川県高等学校「学びの力」向上アクションプランの体系

創造性やチャレンジ精神、リーダーシップ、コミュニケー
ション能力、英語運用能力などを培い、変化する社会の中
で新たな価値を創出し、社会の各分野を牽引していく人材
を育成します。

未来への飛躍を実現する人材の育成

学力の三要素として捉えられている「知識・技能」と「思
考力・判断力・表現力等」及び「主体的に学習に取り組む
態度」を基盤とし、生徒一人ひとりの学力の、質の確保に
努めます。

目 標

1

目 標

2

教員の意識改革や資質・能力の向上に向け教員研修を充実
強化するとともに、様々な課題に対応するため、組織的な
学校経営への転換を図ります。

教員の資質・能力や学校の経営力の向上
目 標

3

学力向上に向けた評価システムや施設・設備など、質の高
い学びを実現する教育環境を整備します。

質の高い学びを実現する教育環境の整備
目 標

4

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を育む
教育の推進

目指す
生徒像

目　　　　　　　標

自
ら
学
び
、
課
題
を
見
付
け
、
解
決
で
き
る
力
を
身
に
付
け
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　心
身
と
も
に
タ
フ
な
生
徒

4

①社会活動を行う上で共通に身に付けるべき資質・能力の育成
　　ア．生徒の資質・能力と学習到達度に応じた学力の質を確保する取組
　　イ　卒業後の社会で必要とされる資質・能力の育成

②学校のタイプや多様な進路に応じたタフな学力を育む教育の推進
　　ア．学校の特性に応じて更なる高みを目指した取組の充実
　　イ　時代のニーズに呼応した実践的な産業教育の充実

目標 1

①地域の活性化に貢献できる人材の育成
　　ア．地域社会の一員として主体的に参加する態度やふるさと愛の伸長
　　イ　地域に活力を与える企画力を備えた人材の育成

②イノベーションを担う人材の育成
　　ア．最先端の科学分野で活躍しようとする意欲や科学的スキルの獲得
　　イ　人文分野での活躍を志す人材の育成

③世界に羽ばたくグローバル人材の育成
　　ア．幅広い教養や国際的な視野の獲得
　　イ　英語コミュニケーション能力の育成　

目標 2

①教員の専門性を高める研修の推進

②組織的学校経営の推進

③教員の視野を拡げる取組の推進

目標 3

①新たな学びに対応した評価システムの構築

②新たな学びを実現する学習環境の整備

③産業構造や技術革新に対応できる高校の環境整備

目標 4

施 策 等 の 方 針
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目標１　　　　　　　　　　　　

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を
育む教育の推進　　　　　　　　

現在の高等学校教育では、学習指導要領のもと、学力の三要素として捉えられている「知識・技能」、
「思考力・判断力・表現力等」、及び「主体的に学習に取り組む態度」の育成を目指しています。
しかしながら、本県の高等学校では、「思考力・判断力・表現力等」と「主体的に学習に取り組む態度」
を育む日々の指導について、まだまだ工夫改善が必要な状況にあります。また、論理的・批判的思考力
やコミュニケーション能力など実社会で必要とされる資質・能力についても、教科指導の中で確実に育
まれているとは言い切れません。
そこで、学力の三要素を基盤としつつ、多様化が一層進む社会において、自立した人間として他者と
協働しながら新しい価値を創造する力など、生徒一人ひとりの資質・能力を高め、２１世紀の社会を生
き抜く実践力を育んでいきます。

生徒の多様化が進み、高等学校を一括りに捉えることが難しくなっています。結果として、「高校

教育に共通に求められるものは何か」ということが曖昧になってきており、社会・産業界から社会

の一員として最低限必要な資質・能力を身に付けるべきとの指摘や、大学側から高等学校段階で

の学力を確実に身に付けるべきといった声があがっています。

これらの指摘を踏まえ、本県では学習指導要領で示される事柄を共通に身に付けるべき内容と

し、その内容に関する学習の深さで生徒の

多様化へ対応することとしました。この考

えのもとで、学習の到達目標を定め、生徒

の学習到達度を適切に把握するための仕組

みを導入するなど、生徒が社会活動を行う

上で共通に身に付けるべき資質・能力の育

成を目指していきます。

本県の高等学校では、生徒の資質・能力に応じた目標設定のもと学習の深さを教員間で共有化

することが徹底できていない場合があります。また、望ましい指導の手立てについても共有化さ

れていないことが多いといった課題があります。

こうした課題に組織的に対応するため、「学習指導方針（スクールポリシー）」を定めた上で各校

が生徒の目指すべき到達目標を設け、適切に到達状況をはかるとともに、望ましい指導の手立て

を共有化するための「指導計画書（学力スタンダード）」の設定などを通じて、生徒一人ひとりの

学力の質の確保に努めます。

生徒の資質・能力と学習到達度に応じた学力の質を確保する取組ア

生

１ 社会活動を行う上で共通に身に付けるべき資質・能力の育成

共通性の確保

学習指導要領で示さ
れる内容により共通
性を確保する。

多様化への対応

左記の内容に関する
学習の深さで多様な
生徒の実態に対応さ
せる。

6

1目標 一人ひとりの資質・能力を高め、社会の変化に
対応できる実践力を育む教育の推進

　

自ら学び、課題を見付け、

解決できる力を身に付けた、

心身ともにタフな生徒
　

現行学習指導要領においては、知識・技能の習得に加えて、思考力・判断力・表現力等の能
力や、主体的に学習に取り組む態度の育成を目指しており、本県においても、その実現に向け
て取組を進めているところです。また、生徒が主体性を持って多様な人々と協力して問題を発
見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラーニング）を取り入れた授業改善に取り
組もうとする動きも見受けられます。

しかしながら、多くの高等学校では、知識の暗記・再生に偏りがちで、思考力・判断力・表
現力や、主体性を持って多様な人々と協働する態度など、社会で必要とされる力が十分に育成
されていないという指摘もあります。

そこで、本プランでは、目指すべき生徒像を、「自ら学び、課題を見付け、解決できる力を
身に付けた、心身ともにタフな生徒」と設定しました。
「自ら学び、課題を見付け、解決できる力」については、高等学校教育を通じて学ぶ「知識・
技能」や、主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度（主体性・多様性・協働性）を身に
付けて、自ら課題を発見しその解決に向けて探究し表現する力（思考力・判断力・表現力）と
考えています。

また、「心身ともにタフ」については、解決することが難しい課題や困難な状況にあって
も、へこたれず立ち向かい打ち克つことができる姿をイメージしています。

本県では、これらの力や姿勢を身に付けた生徒の育成を目指します。　

目指すべき生徒像目指すべき生徒像
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目標１　　　　　　　　　　　　

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を
育む教育の推進　　　　　　　　

個々人が直面する課題や社会の課題が一層複雑化し、一律の正解が必ずしも見いだせない社会

では、学校で共通に習った知識や技能がそのままの形では使えません。獲得した知識・技能・態

度等を総合的に利用し、自ら立てた新たな課題にそれらを適用し、その課題を解決する能力や、

職場や社会の中で多様な人々と共に仕事をしていくために必要な、前に踏み出す力、考え抜く

力、チームで働く力などを身に付けることが求められています。

こうしたことに対応するため、協働型・探究型授業を実践し、生徒一人ひとりに21世紀をより

良く生き抜くために必要な資質・能力を育むとともに、生涯にわたって学び続ける態度を養います。

卒業後の社会で必要とされる資質・能力の育成イ

いしかわ探究スキル育成プロジェクト

教員が協働型・探究型授業スキルの向上を図ることで、生徒の論理的思考力・批判的思考力を
育成し、生徒が深く思考する学習意欲の向上を図ります。学力スタンダード策定により、アク
ティブ・ラーニング等探究的な学習活動を積極的に取り入れていくことになるため、質の高いグ
ループ学習の在り方など、授業改善をはじめとした取組を学校間で連携して推進します。

各学校での取組

・校内推進ＰＴの設置
・合同研修会
・県外先進校視察
・研究授業
・合同セミナー準備協議会

・合同セミナー
　各学校の取組を生かし、アクティブ・ラーニング
　等の探究学習を実践する。

探究基礎…論理的思考力

探究発展…批判的思考力

連携の取組

COLUMN アクションプラン策定推進委員の意見の一部を紹介します！

アクティブ・ラーニングが流行りです。昨年11月の中教審に対する文部科学相からの諮問文には４
回も登場し、各地でさまざまな研修会も行われています。ただ困ったことに、目的があいまいなままに
取り組まれているケースもあるようです。いったいなぜ、何のために、アクティブ・ラーニングが求め
られているのでしょうか。
学校教育法第30条に示されている学力の三要素と、キャリアやキャリア教育についての中教審答申
の定義を重ねて考えると、「学力向上を図るためアクティブ・ラーニングに取り組むことでキャリア教
育を推進する」と言えるように思いますがどうでしょう。取り組む意味を共有することと、取り組みを
つなぐこと。教育の現場には、この二つが欠かせません。

荒瀬 克己 委員
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目
標
２

目
標
３

目
標
４

資
　
料

目
標
１（１）学習指導方針（スクールポリシー）

生徒の実態に応じた到達目標や指導の手立てを考える際、教員個人の判断で決めてしまうよう
であれば、学校として教育の質を確保するという視点がぶれてしまいます。
地域の中での学校の位置づけ、地元産業界の要望、学校の強み・弱み、生徒・保護者の希望
等、しっかりとした調査に基づいた学校の方向性を認識した上で、具体的な到達目標や指導の手
立てを検討する必要があります。
これまで、県内の高等学校では校訓や校是を拠り所とし、教育目標を立てて学校運営を行って
きましたが、これらが日々の授業とどのような関わりがあるのか漠然としていることが多い状態
でした。
そこで、各学校が組織的・計画的なリ
サーチ活動を実施し、それを基に学校とし
て進むべき方向性や目指す生徒像を明らか
にするとともに、授業づくりに向けた教員
の行動指針を学習指導方針（スクールポリ
シー）として作成することにしました。この
スクールポリシーを拠り所として、到達目
標や指導の手立てを決めます。
　　　

（２）指導計画書（学力スタンダード）

各高校は、県教育委員会がサンプルとして提示する「学力スタンダード」ガイドラインを参考とし
ながら、自校の学習指導方針（スクールポリシー）に基づいて指導計画書（学力スタンダード）を作
成します。学力スタンダードを作成して終わりとしないために、授業の進行管理に活用可能な日々
の授業で使う書類とし、９ページで示す列構成の指導計画書として学力スタンダードを表現します。
現行の学習指導要領では、何を教えるかという学習の内容項目が記載されていますが、どこま
で教え育むのかといった、学習の深さについては記述されていません。
結果として、のみこみの早い生徒集団と、努力を要する生徒集団とで、指導の手立ての違いを
曖昧にしたまま授業を実施してしまうといったことが、課題となることがあります。
また、高等学校の教員は、おしなべて授業の指導法について語り合うことが少なく、個人的に
指導ノウハウを模索しながら授業を進めることが多い状況です。結果として、同じ科目であって
も、教員によって指導の手立てが異なり、授業の質は教員の力量任せになっていることもありま
す。指導力の高い教員が持っているノウハウを受け継ぐことや、互いの授業手法を出し合う中で
新たな指導の手立てを見出すことが少
ない現状です。
そこで、指導計画書として学力スタ
ンダードを作成し、その中に学習指導
要領の内容項目ごとに到達目標と指導
の手立てを記載し、教員間で共通理解
を図ることとしました。到達目標を記
載することで「どこまで教え育むのか」
について、指導の手立てを明文化する
ことで生徒が「どのように学ぶのか」に
ついて共通理解を図ります。

校訓は質実剛健なんだけど、
うちの学校らしい授業づくり
はどうしたらいいんだろうか？

スクールポリシーに沿って授
業づくりの方針を立てればい
いんだね！

教科でどのような資質・能力を育むのか
（学習と資質・能力の関係）
どのような資質 能力を育

共通理解

何をどこまで教え
育むのか

（学習の深さ）

「到達目標」

生徒はどのように
学ぶのか

（学習の方法）

「指導の手立て」
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目標１　　　　　　　　　　　　

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を
育む教育の推進　　　　　　　　

学力スタンダードを
ベースとしながら、
各教員の工夫を上乗
せして授業を実施

このような教員間での目線合わせを行いながら各教員の持ち味を出すことで、生徒の学びの質
を高め、学びが深まることを期待しています。そして、生徒にバックボーンとなる基礎学力が確
実に身に付く授業が実現することを目指しています。
さらに、社会で必要となる資質・能力を踏まえた教科指導として、指導の手立て欄に、育む資
質・能力を明記した学習活動を書くこととしました。
これは、学んだ教科の基礎的な知識・技能を活用しながら協働的に探究するような課題等に取
り組む中で汎用的な資質・能力の育成を目指すものです。これまでも日々の授業の中で思考力や
主体的な学習態度を育む指導は行われてきましたが、教科指導において社会で必要とされる汎用
的な資質・能力を明確に意識することは少ない状況でした。こうした学習活動は、各教科の知
識・技能を定着させ、生徒の学習意欲を高める上でも効果的であると考えています。学力スタン
ダードに記載した各到達目標を達成することを最終目標とするのではなく、生徒の新しい能力や
資質の育成を目指し、その獲得につながる学習活動として記載するものです。
このような学習活動には、下記の形式で、育む資質・能力を表現することとし、教科と資質・
能力の関係を明記します。

以上で示した学力スタンダードの意図するところは、教員の共通理解を図ることですが、加え
て、日頃から各教員の指導に対する考え方を出し合い、授業の進め方について対話するきっかけ
づくりを行うことも大きなねらいとしています。
主観的な洞察や直観による指導法は、いわゆる暗黙知と呼ばれるもので、他者と共有することが
難しいと言われています。これを学力スタンダード
という形で形式知として表現しようとすると、考え
の衝突や不一致が起きますが、その衝突こそが、そ
れまで当然視されてきたことへ疑問を抱き、新しい
角度から理解し合うきっかけとなります。授業づく
りについての日常的な対話が、形式知を学校全体に
広め、かつ一人ひとりの教員の新しい暗黙知を生み
出すことにつながります。
このことから、学力スタンダードを書き上げるこ
とがゴールではないことに気づくはずです。対話に
よって教員間の思いを一つにし、教員個人の力量を
高めることが最も大切なポイントです。
学力スタンダードの作成に当たっては、最初から
100％の完成度を目指すのではなく、状況によっては
60～ 70％の仕上がり状態でスタートさせるという
意識も必要かもしれません。重要なことは、教員が対
話する中で生徒の実態に応じた学校独自の特色ある学
力スタンダードとなるよう改良し続けることです。こ
れによって、学校としての継続的なカリキュラムマネ
ジメントにつながっていきます。

{                                               }
［知識･技能］
［思考力・判断力・表現力等］
［主体的に学習に取り組む態度］

年度始め

年度途中

年度末 指導計画書
（学力スタンダード）

不断の見直し・共有

修正・改善修正・改善

修正・改善修正・改善

修正・改善修正・改善

各教科での

生徒は、 を、［学習活動］を通して学ぶことで、［資質･能力］を身に付ける。
汎用的な
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目
標
２

目
標
３

目
標
４
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料

目
標
１

石川県立Ａ高等学校

（科目ごとに学校独自で作成）

拠り所

石川県教育委員会

イ　二次関数の
値の変化
（ア）
二次関数の最大・
最小
二次関数の値の
変化について、
グラフを用いて
考察したり最大
値や最小値を求
めたりすること。

・具体的な事象で、
注目している値ｙ
を値ｘの関数で表
現し、ｘとｙを関
係づけることがで
き、ｙの最大値・
最小値を予測する
際に関数を活用す
ることができる。

・身近な事象から
関数を使って課題
を分析できる内容
を問題として具体
化し提案すること
ができる。

二次関数の有用
性を認識するこ
とについては、
ほぼ全員達成し
た。

「教えてもらっ
てできる」とい
う状態を抜け出
し「自分たちの
力で解決する」
という実感を持
てた生徒が６割
程度。次回の協
働学習では・・・

【学習活動】
身近な事象に係る最大・最小を、
関数を活用して追究する。協働学
習の技法の一つであるジグソー法
に取り組み、グループワークで問
題を解決することを体験する。
（パフォーマンス課題）

石川県立A高等学校　平成○○年度指導計画書（学力スタンダード）　　教科：数学　科目：数学Ⅰ

内　容
予
定
月

実
施
日

５
月  

↓  

６
月

指導の手立て
（学習活動・使用教材・教具等）

授業で把握した

目標到達度

具体的な到達目標

＜基礎＞レベル ＜応用＞レベル

〈育む資質・能力〉
関数概念の理解を深め、関数
の有用性を認識することを、
関数を用いて学校生活に関し
たことを追究する活動を通し
て学び、自律的活動力、論理
的思考力、課題発見力を身に
付ける。授業の進行順に記載

学習指導要領の内容項目に沿って到達目標を記載しています。各到達目標は、生徒の到達レベルの上限を表すも
のではありません。あくまでも教員が共通理解するための目安であり、生徒は、到達目標を通過点として飛躍して
いくことを目指しています。
また、授業で把握した目標到達度を授業の進行とともに記入することとし、学力スタンダードで授業の進行管理

を行います。

各高校は、県教育委員会が
作成したガイドラインを参考
としながら、自校の学習指導
方針（スクールポリシー）に基
づいて指導計画書 ( 学力スタ
ンダード )を作成します。
各校の学力スタンダード
で、生徒にどこまで教え育む
のか、生徒はどのように学
ぶのか、そして教科指導の中
で育む資質・能力について共
通理解を図ります。
学力スタンダードで教員の

目線合わせを行い、記載され
た指導の手立てをベースにし
ながら各教員の工夫を上乗せ
して授業を実施します。

学力スタンダード策定・評価研究事業

先行実施校６校において、指導計画書（学力スタンダード）の合同検討会、先進校視察、学習指導
方針（スクールポリシー）の作成に係る地域（企業・住民）や保護者へのリサーチを実施します。
また、全日制 38校において県教育委員会が提示するガイドラインを参考としながら学力スタン
ダードを学年進行で作成します。

５
月

日
15

５
月

日
18

指導計画書（学力スタンダード）

・到達目標
・指導の手立て
・生徒の目標到達度

学習指導方針（スクールポリシー）

目指す生徒像の
実現に向けた授業づくりの

行動指針

「学力スタンダード」
ガイドライン

・学習指導要領の
　内容項目ごとの
　到達目標の例示
・教員間で
　共通理解すべき
　指導の手立ての例示 提示

（科目ごとに作成）
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目標１　　　　　　　　　　　　

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を
育む教育の推進　　　　　　　　

学力スタンダードを
ベースとしながら、
各教員の工夫を上乗
せして授業を実施

このような教員間での目線合わせを行いながら各教員の持ち味を出すことで、生徒の学びの質
を高め、学びが深まることを期待しています。そして、生徒にバックボーンとなる基礎学力が確
実に身に付く授業が実現することを目指しています。
さらに、社会で必要となる資質・能力を踏まえた教科指導として、指導の手立て欄に、育む資
質・能力を明記した学習活動を書くこととしました。
これは、学んだ教科の基礎的な知識・技能を活用しながら協働的に探究するような課題等に取
り組む中で汎用的な資質・能力の育成を目指すものです。これまでも日々の授業の中で思考力や
主体的な学習態度を育む指導は行われてきましたが、教科指導において社会で必要とされる汎用
的な資質・能力を明確に意識することは少ない状況でした。こうした学習活動は、各教科の知
識・技能を定着させ、生徒の学習意欲を高める上でも効果的であると考えています。学力スタン
ダードに記載した各到達目標を達成することを最終目標とするのではなく、生徒の新しい能力や
資質の育成を目指し、その獲得につながる学習活動として記載するものです。
このような学習活動には、下記の形式で、育む資質・能力を表現することとし、教科と資質・
能力の関係を明記します。

以上で示した学力スタンダードの意図するところは、教員の共通理解を図ることですが、加え
て、日頃から各教員の指導に対する考え方を出し合い、授業の進め方について対話するきっかけ
づくりを行うことも大きなねらいとしています。
主観的な洞察や直観による指導法は、いわゆる暗黙知と呼ばれるもので、他者と共有することが
難しいと言われています。これを学力スタンダード
という形で形式知として表現しようとすると、考え
の衝突や不一致が起きますが、その衝突こそが、そ
れまで当然視されてきたことへ疑問を抱き、新しい
角度から理解し合うきっかけとなります。授業づく
りについての日常的な対話が、形式知を学校全体に
広め、かつ一人ひとりの教員の新しい暗黙知を生み
出すことにつながります。
このことから、学力スタンダードを書き上げるこ
とがゴールではないことに気づくはずです。対話に
よって教員間の思いを一つにし、教員個人の力量を
高めることが最も大切なポイントです。
学力スタンダードの作成に当たっては、最初から
100％の完成度を目指すのではなく、状況によっては
60～ 70％の仕上がり状態でスタートさせるという
意識も必要かもしれません。重要なことは、教員が対
話する中で生徒の実態に応じた学校独自の特色ある学
力スタンダードとなるよう改良し続けることです。こ
れによって、学校としての継続的なカリキュラムマネ
ジメントにつながっていきます。

{                                               }
［知識･技能］
［思考力・判断力・表現力等］
［主体的に学習に取り組む態度］

年度始め

年度途中

年度末 指導計画書
（学力スタンダード）

不断の見直し・共有

修正・改善修正・改善

修正・改善修正・改善

修正・改善修正・改善

各教科での

生徒は、 を、［学習活動］を通して学ぶことで、［資質･能力］を身に付ける。
汎用的な
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目
標
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目
標
３

目
標
４

資
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目
標
１

石川県立Ａ高等学校

（科目ごとに学校独自で作成）

拠り所

石川県教育委員会

イ　二次関数の
値の変化
（ア）
二次関数の最大・
最小
二次関数の値の
変化について、
グラフを用いて
考察したり最大
値や最小値を求
めたりすること。

・具体的な事象で、
注目している値ｙ
を値ｘの関数で表
現し、ｘとｙを関
係づけることがで
き、ｙの最大値・
最小値を予測する
際に関数を活用す
ることができる。

・身近な事象から
関数を使って課題
を分析できる内容
を問題として具体
化し提案すること
ができる。

二次関数の有用
性を認識するこ
とについては、
ほぼ全員達成し
た。

「教えてもらっ
てできる」とい
う状態を抜け出
し「自分たちの
力で解決する」
という実感を持
てた生徒が６割
程度。次回の協
働学習では・・・

【学習活動】
身近な事象に係る最大・最小を、
関数を活用して追究する。協働学
習の技法の一つであるジグソー法
に取り組み、グループワークで問
題を解決することを体験する。
（パフォーマンス課題）

石川県立A高等学校　平成○○年度指導計画書（学力スタンダード）　　教科：数学　科目：数学Ⅰ

内　容
予
定
月

実
施
日

５
月  

↓  

６
月

指導の手立て
（学習活動・使用教材・教具等）

授業で把握した

目標到達度

具体的な到達目標

＜基礎＞レベル ＜応用＞レベル

〈育む資質・能力〉
関数概念の理解を深め、関数
の有用性を認識することを、
関数を用いて学校生活に関し
たことを追究する活動を通し
て学び、自律的活動力、論理
的思考力、課題発見力を身に
付ける。授業の進行順に記載

学習指導要領の内容項目に沿って到達目標を記載しています。各到達目標は、生徒の到達レベルの上限を表すも
のではありません。あくまでも教員が共通理解するための目安であり、生徒は、到達目標を通過点として飛躍して
いくことを目指しています。
また、授業で把握した目標到達度を授業の進行とともに記入することとし、学力スタンダードで授業の進行管理

を行います。

各高校は、県教育委員会が
作成したガイドラインを参考
としながら、自校の学習指導
方針（スクールポリシー）に基
づいて指導計画書 ( 学力スタ
ンダード )を作成します。
各校の学力スタンダード
で、生徒にどこまで教え育む
のか、生徒はどのように学
ぶのか、そして教科指導の中
で育む資質・能力について共
通理解を図ります。
学力スタンダードで教員の

目線合わせを行い、記載され
た指導の手立てをベースにし
ながら各教員の工夫を上乗せ
して授業を実施します。

学力スタンダード策定・評価研究事業

先行実施校６校において、指導計画書（学力スタンダード）の合同検討会、先進校視察、学習指導
方針（スクールポリシー）の作成に係る地域（企業・住民）や保護者へのリサーチを実施します。
また、全日制 38校において県教育委員会が提示するガイドラインを参考としながら学力スタン
ダードを学年進行で作成します。

５
月

日
15

５
月

日
18

指導計画書（学力スタンダード）

・到達目標
・指導の手立て
・生徒の目標到達度

学習指導方針（スクールポリシー）

目指す生徒像の
実現に向けた授業づくりの

行動指針

「学力スタンダード」
ガイドライン

・学習指導要領の
　内容項目ごとの
　到達目標の例示
・教員間で
　共通理解すべき
　指導の手立ての例示 提示

（科目ごとに作成）
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目標１　　　　　　　　　　　　

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を
育む教育の推進　　　　　　　　

個々人が直面する課題や社会の課題が一層複雑化し、一律の正解が必ずしも見いだせない社会

では、学校で共通に習った知識や技能がそのままの形では使えません。獲得した知識・技能・態

度等を総合的に利用し、自ら立てた新たな課題にそれらを適用し、その課題を解決する能力や、

職場や社会の中で多様な人々と共に仕事をしていくために必要な、前に踏み出す力、考え抜く

力、チームで働く力などを身に付けることが求められています。

こうしたことに対応するため、協働型・探究型授業を実践し、生徒一人ひとりに21世紀をより

良く生き抜くために必要な資質・能力を育むとともに、生涯にわたって学び続ける態度を養います。

卒業後の社会で必要とされる資質・能力の育成イ

いしかわ探究スキル育成プロジェクト

教員が協働型・探究型授業スキルの向上を図ることで、生徒の論理的思考力・批判的思考力を
育成し、生徒が深く思考する学習意欲の向上を図ります。学力スタンダード策定により、アク
ティブ・ラーニング等探究的な学習活動を積極的に取り入れていくことになるため、質の高いグ
ループ学習の在り方など、授業改善をはじめとした取組を学校間で連携して推進します。

各学校での取組

・校内推進ＰＴの設置
・合同研修会
・県外先進校視察
・研究授業
・合同セミナー準備協議会

・合同セミナー
　各学校の取組を生かし、アクティブ・ラーニング
　等の探究学習を実践する。

探究基礎…論理的思考力

探究発展…批判的思考力

連携の取組

COLUMN アクションプラン策定推進委員の意見の一部を紹介します！

アクティブ・ラーニングが流行りです。昨年11月の中教審に対する文部科学相からの諮問文には４
回も登場し、各地でさまざまな研修会も行われています。ただ困ったことに、目的があいまいなままに
取り組まれているケースもあるようです。いったいなぜ、何のために、アクティブ・ラーニングが求め
られているのでしょうか。
学校教育法第30条に示されている学力の三要素と、キャリアやキャリア教育についての中教審答申
の定義を重ねて考えると、「学力向上を図るためアクティブ・ラーニングに取り組むことでキャリア教
育を推進する」と言えるように思いますがどうでしょう。取り組む意味を共有することと、取り組みを
つなぐこと。教育の現場には、この二つが欠かせません。

荒瀬 克己 委員
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目
標
１（１）学習指導方針（スクールポリシー）

生徒の実態に応じた到達目標や指導の手立てを考える際、教員個人の判断で決めてしまうよう
であれば、学校として教育の質を確保するという視点がぶれてしまいます。
地域の中での学校の位置づけ、地元産業界の要望、学校の強み・弱み、生徒・保護者の希望
等、しっかりとした調査に基づいた学校の方向性を認識した上で、具体的な到達目標や指導の手
立てを検討する必要があります。
これまで、県内の高等学校では校訓や校是を拠り所とし、教育目標を立てて学校運営を行って
きましたが、これらが日々の授業とどのような関わりがあるのか漠然としていることが多い状態
でした。
そこで、各学校が組織的・計画的なリ
サーチ活動を実施し、それを基に学校とし
て進むべき方向性や目指す生徒像を明らか
にするとともに、授業づくりに向けた教員
の行動指針を学習指導方針（スクールポリ
シー）として作成することにしました。この
スクールポリシーを拠り所として、到達目
標や指導の手立てを決めます。
　　　

（２）指導計画書（学力スタンダード）

各高校は、県教育委員会がサンプルとして提示する「学力スタンダード」ガイドラインを参考とし
ながら、自校の学習指導方針（スクールポリシー）に基づいて指導計画書（学力スタンダード）を作
成します。学力スタンダードを作成して終わりとしないために、授業の進行管理に活用可能な日々
の授業で使う書類とし、９ページで示す列構成の指導計画書として学力スタンダードを表現します。
現行の学習指導要領では、何を教えるかという学習の内容項目が記載されていますが、どこま
で教え育むのかといった、学習の深さについては記述されていません。
結果として、のみこみの早い生徒集団と、努力を要する生徒集団とで、指導の手立ての違いを
曖昧にしたまま授業を実施してしまうといったことが、課題となることがあります。
また、高等学校の教員は、おしなべて授業の指導法について語り合うことが少なく、個人的に
指導ノウハウを模索しながら授業を進めることが多い状況です。結果として、同じ科目であって
も、教員によって指導の手立てが異なり、授業の質は教員の力量任せになっていることもありま
す。指導力の高い教員が持っているノウハウを受け継ぐことや、互いの授業手法を出し合う中で
新たな指導の手立てを見出すことが少
ない現状です。
そこで、指導計画書として学力スタ
ンダードを作成し、その中に学習指導
要領の内容項目ごとに到達目標と指導
の手立てを記載し、教員間で共通理解
を図ることとしました。到達目標を記
載することで「どこまで教え育むのか」
について、指導の手立てを明文化する
ことで生徒が「どのように学ぶのか」に
ついて共通理解を図ります。

校訓は質実剛健なんだけど、
うちの学校らしい授業づくり
はどうしたらいいんだろうか？

スクールポリシーに沿って授
業づくりの方針を立てればい
いんだね！

教科でどのような資質・能力を育むのか
（学習と資質・能力の関係）
どのような資質 能力を育

共通理解

何をどこまで教え
育むのか

（学習の深さ）

「到達目標」

生徒はどのように
学ぶのか

（学習の方法）

「指導の手立て」
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目標２　　　　　　　　　　　　　

未来への飛躍を実現する人材の育成

社会と関わる土曜学習事業

普通科高校において、学校内における知識技能の習得にとどまらず、フィールドワーク等、座
学では行うことができない社会と関わる教育活動を実施します。日常生活や社会の中に問題を見
出し、学校で学んだ知識を総動員して、解を導くことができる力を育成するとともに、県内企業
や地域住民と接することで地域に親しみを持ち、大学等を卒業後、地元就職を積極的に考える人
材の育成を図ります。

石川ふるさと学（産業・文化・自然等）の推進（石川版教科書「ふるさと石川」の活用）

石川版教科書『ふるさと石川』を総合的な学習の時
間をはじめ様々な学習活動の中で活用し、石川の将
来を担う高校生が、本県の自然や歴史、伝統文化は
もちろんのこと、産業の現状や予測される未来の姿
を把握することで、本県の素晴らしさを理解し、郷
土を愛する心や誇りに思う心を培います。さらには
将来にわたって石川の産業や伝統文化を維持・発展
させ、また、発信者として幅広く活躍する人材の育
成を図ります。

未来の職業人育成プロジェクト

職業に関する専門教育、特別支援教育における、先進的な教育活動への支援を通じて、職業教
育の質の向上を図るとともに、企画力やチャレンジ精神を持ち、地域社会の活性化に主体的に寄
与することのできる人材育成を図ります。

地域交流による高等学校活性化事業　※再掲

地域貢献活動等を通して、地域との連携を強化し、地元に愛され必要とされる学校づくり、地
域を支える人材育成を図ります。

「おもてなし」を学ぶ授業の推進

各学校が「おもてなし講座」を開催し、外部人材による講演会や生徒との意見交換等を通し
て、相手のことを気遣って行動する、いわゆる「おもてなし」の心への理解や、地域の人々と連
携していくことの大切さを学ぶことにより、これからの社会に必要な、他者と協働しながら主体
的に関わる力の育成を目指します。

COLUMN アクションプラン策定推進委員の意見の一部を紹介します！

「おもてなし」の心には人への気遣いが含まれ、私の経験上、この人への気遣いはとても重要だと思
います。企業のリーダーになっている方々は、誰にでもしっかりと気遣いができています。直接、表面
には出さないけれど、本当に細かい気遣いが自然にできています。これは、人間の基本中の基本ではな
いかと思います。

水越 裕治 委員
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標
１

一人ひとりの能力を伸ばす教育を推進するため、これまで大学や企業等の外部人材の活用や地
域の小・中学校との連携など、学校ごとに様々な取組を実践してきました。また、タイプや特性
の似た学校が合同で指導法を研究したり、生徒対象の合同セミナーを開催するなど、共通する課
題に対応するための連携も始まっています。こうした学校間連携は、学校の垣根を越えた取組で
あり、効果も上がってきています。
今後も、各学校の特色ある学習活動を推進させるとともに、学校間連携による生徒・教員の切
磋琢磨する機会を拡大し、生徒の学ぶ意欲の喚起や教員の指導力向上に向けた取組を推進しま
す。

学校の特性に応じて更なる高みを目指した取組の充実ア

これまで専門高校等では、資格・検定試験の積極的な取得、長期の企業実習、高度技術者や社
会人講師による指導などをとおして、実践的な産業教育の充実を図ってきました。
しかしながら、近年では、産業構造の変化や科学技術の進展等を背景に、新たな技術や分野に
挑戦しようとする高いモチベーションをもち、自ら行動する力をもった職業人やグローバル化す
る企業に貢献できる人材の育成が求められるようになっています。

時代のニーズに呼応した実践的な産業教育の充実イ

本県では、進学者が多い学校、就職者が多い学校、地域との繋がりが深い学校など、様々なタ
イプの高等学校があります。また、それぞれの学校で学ぶ生徒の進路も多様化していることから、
これまで、学校の特性に応じた高みを目指した取組や、実践的な産業教育の充実等に取り組んでき
ました。
今後はそれに加えて、急激な社会の変化に対応しながら、解決の難しい課題に主体的に立ち向か
い、困難な状況に打ち克ってより良い解決の道を切り拓いていくような、タフな学力を育む教育を
より一層推進します。

本

２ 学校のタイプや多様な進路に応じたタフな学力を育む教育の推進

いしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）

文系・理系の牽引役となるコースの設置、思考力を高め
る学校設定科目の配置、大学・企業等からの特別講義、学
校間連携による合同セミナーなどを通して、思考力・判断
力・表現力等を備え、将来、国際社会でも活躍できるリー
ダー的人材の育成をより一層強化します。

地域交流による高等学校活性化事業

多様な進路ニーズを有する生徒が入学する比較的小規模な高等学校において、地域の小・中学
校と連携し教育の継続性を持たせ、教員が集まって中学からの円滑な接続を図る教材開発や多様
な生徒集団への指導方法の研究を行うなど、教員の授業力をより一層高め、生徒の意欲を引き出
し、進路実現を図ります。
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目標１　　　　　　　　　　　　

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を
育む教育の推進　　　　　　　　

スーパープロフェッショナルハイスクール（ＳＰＨ）

産業の動向等に対応した社会の第一線で活躍できる専門
的職業人の育成について研究開発を行う学校をスーパープ
ロフェッショナルハイスクールとして指定（文部科学省）
します。
産業界で必要とされる知識・技能の高度化に対応するた
めに、高等学校と大学・研究機関等との連携を強化し、将
来の専門的職業人に必要な資質・能力を育成する教育プロ
グラムの研究を推進します。

産業教育フェア

本県の産業教育を担う高等学校に対する理解と協力を促
すとともに、中学校に進路選択のための判断材料を提供
し、産業教育の一層の充実を図っています。
平成 28年度に石川県で全国産業教育フェアが開催され
ます。専門高校が中心となり、各分野の専門技術を活かし
たイベント等を生徒主体で企画・実施し、石川の産業教育
を全国に発信します。

グローバル観光人材育成事業

「国際的な観光人材」、「グローバル化する企業に貢献できる人材」の育成を目標として、特色あ
るカリキュラムの開発、グローバルな視点を持った高度な資格取得、企業での実習・調査研究、
海外の専門高校との交流などに取り組みます。また、商業教育で学ぶコミュニケーションスキル
としてのビジネス英語、情報処理、会計等の知識や技能を生かした実践を行い、グローバルビジ
ネスに挑戦する姿勢や能力、起業家精神を育成します。

そこで今後は、従来から行われてきた実践的な産業教育を進めるとともに、地元企業や大
学・研究機関等との連携のもと、新たな課題に挑戦する力や、グローバル化に対応できる力の育
成等に取り組み、石川の食、ものづくり、くらし・経済を支える将来の専門的職業人の育成に努
めます。
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生徒一人ひとりの普遍的な力をどう深めていくかという視点から、目標１に掲げる、生徒の資質・能
力を高める取組を進める一方で、グローバル化の進展や社会全体の変化に対応し、社会とのつながりの
中で、未来に向けてどう立ち向かっていくかという視点に立って、新たな価値を創造することのできる
人材の育成が求められています。
そのためには、生徒一人ひとりの多様な個性・能力を最大限に伸ばし、社会の中で生かすことのでき
る取組を推進していくことが必要であり、こうした視点は、各分野の最先端の場のみならず、身近な地
域社会の場においても必要です。
こうしたことに対応するため、地域の活性化に貢献できる人材、イノベーションを担う人材、世界に
羽ばたくグローバル人材の育成を目標に掲げ、普段の教科指導を基本に据えながら、様々な体験活動を
通して、創造性やチャレンジ精神、リーダーシップ、コミュニケーション能力、英語運用能力などを培
い、変化する社会の中で新たな価値を創出し、社会の各分野を牽引していく人材の育成を目指します。

県外に進学する学生のうち約４割がそのまま県外に就職するという状況の中、地域社会を支える

人材の確保や育成が急務となっています。一人ひとりの生徒が主体性を持って学ぶことや働くこと

の意義を理解し、それぞれの職業観・勤労観を確立して、将来的に社会に貢献するために必要な資

質・能力を培う必要があります。

これらを踏まえ、学校から社会への円滑な移行が行われるよう、地域社会の一員として主体的に

参加する態度やふるさと愛を育み、地域に活力を与える人材の育成に努めます。

地域を活性化するには、ふるさとを知り、誇りを持って発信できる心豊かな人材が必要であ

り、地域と結びついた学習や、地域社会に主体的に参画する中で学び取っていく学習が大切で

す。

そこで、石川の産業・文化・自然を学ぶ授業や、本県の特長である「おもてなし」の精神を学

ぶ授業などを、広く地域の方々や地元企業などの協力を得ながら推し進め、地域と関わること

で、社会の一員として主体的に参画し貢献する意識や態度とともに、ふるさとを愛する心を養

い、地域を支える人材育成を図ります。

地域社会の一員として主体的に参加する態度やふるさと愛の伸長ア

産業構造の変化や技術革新等により企業は新しい人材に即戦力を求めており、社会人としての

常識や人間性を含め、高校卒業後に社会で求められる役割が変化してきています。特に、与えら

れたことや指示されたことを忠実に実行するだけではなく、自らの考えや判断で直面する業務を

より良く改善し発展させる力が求められています。これらに対応するには、社会というリアルな

場面で探究し企画するなどの学習活動を積極的に取り入れることが重要です。

そこで、社会と関わる学習や、企画力やチャレンジ精神を高める学習を通じて教育の質の向上

を図り、地域社会の活性化に主体的に寄与することのできる人材を育成します。

地域に活力を与える企画力を備えた人材の育成イ

県

１ 地域の活性化に貢献できる人材の育成
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目標１　　　　　　　　　　　　

一人ひとりの資質・能力を高め、
社会の変化に対応できる実践力を
育む教育の推進　　　　　　　　

スーパープロフェッショナルハイスクール（ＳＰＨ）

産業の動向等に対応した社会の第一線で活躍できる専門
的職業人の育成について研究開発を行う学校をスーパープ
ロフェッショナルハイスクールとして指定（文部科学省）
します。
産業界で必要とされる知識・技能の高度化に対応するた
めに、高等学校と大学・研究機関等との連携を強化し、将
来の専門的職業人に必要な資質・能力を育成する教育プロ
グラムの研究を推進します。

産業教育フェア

本県の産業教育を担う高等学校に対する理解と協力を促
すとともに、中学校に進路選択のための判断材料を提供
し、産業教育の一層の充実を図っています。
平成 28年度に石川県で全国産業教育フェアが開催され
ます。専門高校が中心となり、各分野の専門技術を活かし
たイベント等を生徒主体で企画・実施し、石川の産業教育
を全国に発信します。

グローバル観光人材育成事業

「国際的な観光人材」、「グローバル化する企業に貢献できる人材」の育成を目標として、特色あ
るカリキュラムの開発、グローバルな視点を持った高度な資格取得、企業での実習・調査研究、
海外の専門高校との交流などに取り組みます。また、商業教育で学ぶコミュニケーションスキル
としてのビジネス英語、情報処理、会計等の知識や技能を生かした実践を行い、グローバルビジ
ネスに挑戦する姿勢や能力、起業家精神を育成します。

そこで今後は、従来から行われてきた実践的な産業教育を進めるとともに、地元企業や大
学・研究機関等との連携のもと、新たな課題に挑戦する力や、グローバル化に対応できる力の育
成等に取り組み、石川の食、ものづくり、くらし・経済を支える将来の専門的職業人の育成に努
めます。
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地域を活性化するには、ふるさとを知り、誇りを持って発信できる心豊かな人材が必要であ

り、地域と結びついた学習や、地域社会に主体的に参画する中で学び取っていく学習が大切で

す。

そこで、石川の産業・文化・自然を学ぶ授業や、本県の特長である「おもてなし」の精神を学

ぶ授業などを、広く地域の方々や地元企業などの協力を得ながら推し進め、地域と関わること

で、社会の一員として主体的に参画し貢献する意識や態度とともに、ふるさとを愛する心を養

い、地域を支える人材育成を図ります。

地域社会の一員として主体的に参加する態度やふるさと愛の伸長ア

産業構造の変化や技術革新等により企業は新しい人材に即戦力を求めており、社会人としての

常識や人間性を含め、高校卒業後に社会で求められる役割が変化してきています。特に、与えら

れたことや指示されたことを忠実に実行するだけではなく、自らの考えや判断で直面する業務を

より良く改善し発展させる力が求められています。これらに対応するには、社会というリアルな

場面で探究し企画するなどの学習活動を積極的に取り入れることが重要です。

そこで、社会と関わる学習や、企画力やチャレンジ精神を高める学習を通じて教育の質の向上

を図り、地域社会の活性化に主体的に寄与することのできる人材を育成します。
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13

2目標 未来への飛躍を実現する人材の育成

４
ウ
ラ
　「
学
び
の
力
」
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
　
石
川
県
教
育
委
員
会



目標２　　　　　　　　　　　　　

未来への飛躍を実現する人材の育成

社会と関わる土曜学習事業

普通科高校において、学校内における知識技能の習得にとどまらず、フィールドワーク等、座
学では行うことができない社会と関わる教育活動を実施します。日常生活や社会の中に問題を見
出し、学校で学んだ知識を総動員して、解を導くことができる力を育成するとともに、県内企業
や地域住民と接することで地域に親しみを持ち、大学等を卒業後、地元就職を積極的に考える人
材の育成を図ります。

石川ふるさと学（産業・文化・自然等）の推進（石川版教科書「ふるさと石川」の活用）

石川版教科書『ふるさと石川』を総合的な学習の時
間をはじめ様々な学習活動の中で活用し、石川の将
来を担う高校生が、本県の自然や歴史、伝統文化は
もちろんのこと、産業の現状や予測される未来の姿
を把握することで、本県の素晴らしさを理解し、郷
土を愛する心や誇りに思う心を培います。さらには
将来にわたって石川の産業や伝統文化を維持・発展
させ、また、発信者として幅広く活躍する人材の育
成を図ります。

未来の職業人育成プロジェクト

職業に関する専門教育、特別支援教育における、先進的な教育活動への支援を通じて、職業教
育の質の向上を図るとともに、企画力やチャレンジ精神を持ち、地域社会の活性化に主体的に寄
与することのできる人材育成を図ります。

地域交流による高等学校活性化事業　※再掲

地域貢献活動等を通して、地域との連携を強化し、地元に愛され必要とされる学校づくり、地
域を支える人材育成を図ります。

「おもてなし」を学ぶ授業の推進

各学校が「おもてなし講座」を開催し、外部人材による講演会や生徒との意見交換等を通し
て、相手のことを気遣って行動する、いわゆる「おもてなし」の心への理解や、地域の人々と連
携していくことの大切さを学ぶことにより、これからの社会に必要な、他者と協働しながら主体
的に関わる力の育成を目指します。

COLUMN アクションプラン策定推進委員の意見の一部を紹介します！

「おもてなし」の心には人への気遣いが含まれ、私の経験上、この人への気遣いはとても重要だと思
います。企業のリーダーになっている方々は、誰にでもしっかりと気遣いができています。直接、表面
には出さないけれど、本当に細かい気遣いが自然にできています。これは、人間の基本中の基本ではな
いかと思います。

水越 裕治 委員

14

目
標
２

目
標
３

目
標
４

資
　
料

目
標
１

一人ひとりの能力を伸ばす教育を推進するため、これまで大学や企業等の外部人材の活用や地
域の小・中学校との連携など、学校ごとに様々な取組を実践してきました。また、タイプや特性
の似た学校が合同で指導法を研究したり、生徒対象の合同セミナーを開催するなど、共通する課
題に対応するための連携も始まっています。こうした学校間連携は、学校の垣根を越えた取組で
あり、効果も上がってきています。
今後も、各学校の特色ある学習活動を推進させるとともに、学校間連携による生徒・教員の切
磋琢磨する機会を拡大し、生徒の学ぶ意欲の喚起や教員の指導力向上に向けた取組を推進しま
す。

学校の特性に応じて更なる高みを目指した取組の充実ア

これまで専門高校等では、資格・検定試験の積極的な取得、長期の企業実習、高度技術者や社
会人講師による指導などをとおして、実践的な産業教育の充実を図ってきました。
しかしながら、近年では、産業構造の変化や科学技術の進展等を背景に、新たな技術や分野に
挑戦しようとする高いモチベーションをもち、自ら行動する力をもった職業人やグローバル化す
る企業に貢献できる人材の育成が求められるようになっています。

時代のニーズに呼応した実践的な産業教育の充実イ

本県では、進学者が多い学校、就職者が多い学校、地域との繋がりが深い学校など、様々なタ
イプの高等学校があります。また、それぞれの学校で学ぶ生徒の進路も多様化していることから、
これまで、学校の特性に応じた高みを目指した取組や、実践的な産業教育の充実等に取り組んでき
ました。
今後はそれに加えて、急激な社会の変化に対応しながら、解決の難しい課題に主体的に立ち向か
い、困難な状況に打ち克ってより良い解決の道を切り拓いていくような、タフな学力を育む教育を
より一層推進します。

本

２ 学校のタイプや多様な進路に応じたタフな学力を育む教育の推進

いしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）

文系・理系の牽引役となるコースの設置、思考力を高め
る学校設定科目の配置、大学・企業等からの特別講義、学
校間連携による合同セミナーなどを通して、思考力・判断
力・表現力等を備え、将来、国際社会でも活躍できるリー
ダー的人材の育成をより一層強化します。

地域交流による高等学校活性化事業

多様な進路ニーズを有する生徒が入学する比較的小規模な高等学校において、地域の小・中学
校と連携し教育の継続性を持たせ、教員が集まって中学からの円滑な接続を図る教材開発や多様
な生徒集団への指導方法の研究を行うなど、教員の授業力をより一層高め、生徒の意欲を引き出
し、進路実現を図ります。
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目標２　　　　　　　　　　　　　

未来への飛躍を実現する人材の育成

職業英会話力育成研究事業

県内の専門高校８校及び職業科目を開設する高校の生徒を対象に、県内企業の海外勤務経験者
等を講師として各校に招いて講演会を行い、企業の海外展開の現状、就労環境の変化、求められ
る英語力等について理解を深めています。
また、日常会話や簡単な報告、連絡等ができるようにするとともに、基礎的な専門用語に習熟
し、臆せずにコミュニケーションするための能力の定着を図るために、英語担当教員、専門教科
教員及びＡＬＴが工業グループ、商業グループに分かれて教材及び指導・評価法を開発し、授業
で活用しています。

英語指導力向上モデル事業

英語教育において、「読む」・「書く」に加え、「聞く」・「話す」も含めた４技能をバランスよく育
成する観点から、生徒の英語力や学習状況を把握・分析し、その結果を指導に生かすことで、県
内の英語教育を戦略的に改善する必要があります。
外部有識者や教員等による「英語力分析会議」を開催して、県内の高校生の英語力を分析し指
導改善計画を策定するとともに、「英語指導力向上モデル校」を指定し、上記の４技能が適切に育
成されるよう、新しい評価法を含めた実践研究を行います。
モデル校での研究成果については、公開授業やモデル校での取り組みをまとめた「模範授業Ｄ
ＶＤ」を通して、４技能のバランスのよい育成についてのノウハウを県内の全ての高校で共有す
ることとしています。

留学促進助成事業

原則１年間の海外留学を希望する県内の高校生に、留学経費を支援します。また、帰国した生
徒には、国際的視野の涵養と留学機運の醸成を目的とした県主催の留学フェアにおいて、体験談
を伝えてもらっています。

COLUMN アクションプラン策定推進委員の意見の一部を紹介します！

グローバルな人材となるには、文化を含めて住んでいる街のこと地域のことをよく勉強していかなく
てはいけないと思います。まず、自分の街をもっと知る、文化歴史を知る、それだけの価値のある石川
県であると思います。英語等の語学と併せて、これらをしっかり学んで欲しいと思います。

石野 晴紀 委員
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将来の我が国を牽引する優れた才能や個性を有する生徒を支えるため、これまでもスーパーサイ

エンスハイスクール（ＳＳＨ）やいしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）などを通じて先進的

な教育を受ける機会を提供してきました。

しかし、近年の科学技術の進展等に伴い産業界で必要な専門知識や技術が高度化し、従来の産業

分類を超えた複合的な産業が発展していることから、既存の見方や考え方にこだわらず、独創性を

持って、新たな価値を創出することが求められています。

これらを踏まえ、自然科学や人文科学などの分野においてイノベーションを担う人材の育成に努

めます。

ＳＳＨなど先進的な教育の推進や、優れた才能や個性を有する生徒に対してハイレベルな学習

機会や切磋琢磨する場を提供することが重要です。

大学や研究機関、企業等との連携を通して、最先端の科学実験や大学の研究者による講義を行

うなど、将来高度な知識・技能を身に付け、科学技術系分野を牽引する人材を育成します。

最先端の科学分野で活躍しようとする意欲や科学的スキルの獲得ア

将

２ イノベーションを担う人材の育成

スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）

科学技術・理科、数学教育を重点的に行う学校をスー
パーサイエンスハイスクールとして指定（文部科学省）
し、将来の国際的な科学技術系人材の育成のための取組を
着実に推進するとともに、高大の接続の在り方について大
学と連携した研究やカリキュラムの作成の研究等について
推進しています。

いしかわ高校科学グランプリ

県内の科学好きの高校生が一堂に会し、競い合う場を設けることで、科学好きの裾野を広げ、
トップ層の応用力や実践力を伸ばし、科学教育のレベルアップを図っています。優勝校は「科学の
甲子園全国大会」に県代表として出場し、全国の高校生と競うことで更にレベルアップを図ります。

発展的科学実験実践事業

従来の実験の枠を超えて、最先端の研究や今日的な課題などにつながる科学実験や講演会等を
実施することで、生徒の科学に対する興味関心を高め、主体的に学習に取り組む力を育成し、理
科教育の充実を図ります。

京都大学連携事業

京都大学と連携し、科学技術に傑出した意欲・能力をもつ高校生に対する京都大学による専門
講義・演習の提供や、京都大学の院生や学生による出前講座などの教育活動への支援を行いま
す。また、京都大学のグローバルサイエンスキャンパスELCAS（科学体系と創造性がクロスす
る知的卓越人材育成プログラム）に県内の高校生を派遣します。
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目標２　　　　　　　　　　　　　

未来への飛躍を実現する人材の育成

人文系分野等においても、社会の変化や産業の動向等に対応するため、しっかりとした知

識・技能を身に付けるとともに、豊かな発想力や自ら進んで課題に取り組む姿勢などを備えた、

将来社会の第一線で活躍できる人材を育成する必要があります。

こうしたことに対応するため、先進的な事業や傑出した研究に触れることなどを通じて、今日

的な課題に対する議論や新たな提案（里山里海、伝統工芸、食文化など）を自ら進んで行うクリ

エイティブな力を持った人材の育成を目指します。

人文分野での活躍を志す人材の育成イ

ふるさとに学ぶクリエイティブ人材育成事業

優れた県内企業の社員との意見交換や、事業内容やサービス、職場環境等、様々な部門で見ら
れる各企業の創造性を多角的に調べることなどを通して、クリエイティブに物事を考える視点を
持つ人材の育成を図ります。また、地域に愛着を持ち、地元で就職するなど、地域貢献を積極的
に考える若者の増加を目指します。

いしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）　※再掲

授業での質の高い思考活動や、高度な大学研究に触れる等、生徒に刺激を与える様々な活動を
展開し、知的好奇心を高めます。これによって、自ら知識をつかみ取る学習姿勢や、高い志を維
持しながらその実現に向けて挑戦する力を育みます。

COLUMN アクションプラン策定推進委員の意見の一部を紹介します！

私は、人材を採用するかしないかは、コミュニケーション力、本当に深さを持って勉強したのか、深
さを持って物事を考えられるかで判断します。加えて、チャレンジ力です。採用面接の最後に、予告無
しに英語での自己紹介をしてもらったことがあります。仮に、英語が不得意であっても、どのようにし
てその場を切り抜けるのかという力を見ています。

高瀬 敬士朗 委員
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１

グローバル化が加速する中で、ふるさとへの深い理解や愛着はもとより、日本の歴史と文化に

対する深い教養を前提として、豊かな語学力・コミュニケーション能力、主体性・積極性、異文

化理解の精神等を身に付けた人材が求められています。

これらを踏まえ、幅広い教養や視野を身に付け、英語によるコミュニケーション能力を併せ持

つ、世界に羽ばたくグローバル人材の育成に努めます。

グローバル化や情報化の進展などにより予想を超えたスピードで変化し多様化が一層進む社会

を生き抜くためには、個人や社会の多様性を尊重しつつ、幅広い知識・教養と柔軟な思考力に基

づいて新しい価値を創造し、他者と協働する能力等が求められています。

そこで、グローバルな社会課題、グローバルなビジネス課題の探究に向け、様々な外部連

携・協力を行うことにより、従来の教育活動の枠組みを拡げた取組を進めます。

幅広い教養や国際的な視野の獲得ア

グローバル化の進展の中で、国際共通語である英語力の向上は極めて重要であり、英語の基礎

的・基本的な知識・技能と、それらを活用して主体的に課題を解決するために必要な思考力・判

断力・表現力等の育成は重要な課題となっています。

そこで、グローバル社会において、文化的な背景や価値観の異なる人々と意見を交わし、協働

するための英語によるコミュニケーションスキルを育成します。

英語コミュニケーション能力の育成イ

グ

３ 世界に羽ばたくグローバル人材の育成

いしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）　※再掲

留学生や外国語指導助手等との交流や海外研修などを通じて、異文化と直接触れ合い、意見を
交換する機会を設け、主体的に行動するための資質を育成します。
また、国際化を進める国内の大学、企業、国際機関等と連携を図り、将来国際社会でも活躍で
きるリーダー的人材の育成に取り組むために、質の高いカリキュラムの開発・実践やその体制整
備を進めます。
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目標２　　　　　　　　　　　　　

未来への飛躍を実現する人材の育成

人文系分野等においても、社会の変化や産業の動向等に対応するため、しっかりとした知

識・技能を身に付けるとともに、豊かな発想力や自ら進んで課題に取り組む姿勢などを備えた、

将来社会の第一線で活躍できる人材を育成する必要があります。

こうしたことに対応するため、先進的な事業や傑出した研究に触れることなどを通じて、今日

的な課題に対する議論や新たな提案（里山里海、伝統工芸、食文化など）を自ら進んで行うクリ

エイティブな力を持った人材の育成を目指します。

人文分野での活躍を志す人材の育成イ

ふるさとに学ぶクリエイティブ人材育成事業

優れた県内企業の社員との意見交換や、事業内容やサービス、職場環境等、様々な部門で見ら
れる各企業の創造性を多角的に調べることなどを通して、クリエイティブに物事を考える視点を
持つ人材の育成を図ります。また、地域に愛着を持ち、地元で就職するなど、地域貢献を積極的
に考える若者の増加を目指します。

いしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）　※再掲

授業での質の高い思考活動や、高度な大学研究に触れる等、生徒に刺激を与える様々な活動を
展開し、知的好奇心を高めます。これによって、自ら知識をつかみ取る学習姿勢や、高い志を維
持しながらその実現に向けて挑戦する力を育みます。

COLUMN アクションプラン策定推進委員の意見の一部を紹介します！

私は、人材を採用するかしないかは、コミュニケーション力、本当に深さを持って勉強したのか、深
さを持って物事を考えられるかで判断します。加えて、チャレンジ力です。採用面接の最後に、予告無
しに英語での自己紹介をしてもらったことがあります。仮に、英語が不得意であっても、どのようにし
てその場を切り抜けるのかという力を見ています。

高瀬 敬士朗 委員
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グローバル化が加速する中で、ふるさとへの深い理解や愛着はもとより、日本の歴史と文化に

対する深い教養を前提として、豊かな語学力・コミュニケーション能力、主体性・積極性、異文

化理解の精神等を身に付けた人材が求められています。

これらを踏まえ、幅広い教養や視野を身に付け、英語によるコミュニケーション能力を併せ持

つ、世界に羽ばたくグローバル人材の育成に努めます。

グローバル化や情報化の進展などにより予想を超えたスピードで変化し多様化が一層進む社会

を生き抜くためには、個人や社会の多様性を尊重しつつ、幅広い知識・教養と柔軟な思考力に基

づいて新しい価値を創造し、他者と協働する能力等が求められています。

そこで、グローバルな社会課題、グローバルなビジネス課題の探究に向け、様々な外部連

携・協力を行うことにより、従来の教育活動の枠組みを拡げた取組を進めます。

幅広い教養や国際的な視野の獲得ア

グローバル化の進展の中で、国際共通語である英語力の向上は極めて重要であり、英語の基礎

的・基本的な知識・技能と、それらを活用して主体的に課題を解決するために必要な思考力・判

断力・表現力等の育成は重要な課題となっています。

そこで、グローバル社会において、文化的な背景や価値観の異なる人々と意見を交わし、協働

するための英語によるコミュニケーションスキルを育成します。

英語コミュニケーション能力の育成イ

グ

３ 世界に羽ばたくグローバル人材の育成

いしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）　※再掲

留学生や外国語指導助手等との交流や海外研修などを通じて、異文化と直接触れ合い、意見を
交換する機会を設け、主体的に行動するための資質を育成します。
また、国際化を進める国内の大学、企業、国際機関等と連携を図り、将来国際社会でも活躍で
きるリーダー的人材の育成に取り組むために、質の高いカリキュラムの開発・実践やその体制整
備を進めます。
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目標２　　　　　　　　　　　　　

未来への飛躍を実現する人材の育成

職業英会話力育成研究事業

県内の専門高校８校及び職業科目を開設する高校の生徒を対象に、県内企業の海外勤務経験者
等を講師として各校に招いて講演会を行い、企業の海外展開の現状、就労環境の変化、求められ
る英語力等について理解を深めています。
また、日常会話や簡単な報告、連絡等ができるようにするとともに、基礎的な専門用語に習熟
し、臆せずにコミュニケーションするための能力の定着を図るために、英語担当教員、専門教科
教員及びＡＬＴが工業グループ、商業グループに分かれて教材及び指導・評価法を開発し、授業
で活用しています。

英語指導力向上モデル事業

英語教育において、「読む」・「書く」に加え、「聞く」・「話す」も含めた４技能をバランスよく育
成する観点から、生徒の英語力や学習状況を把握・分析し、その結果を指導に生かすことで、県
内の英語教育を戦略的に改善する必要があります。
外部有識者や教員等による「英語力分析会議」を開催して、県内の高校生の英語力を分析し指
導改善計画を策定するとともに、「英語指導力向上モデル校」を指定し、上記の４技能が適切に育
成されるよう、新しい評価法を含めた実践研究を行います。
モデル校での研究成果については、公開授業やモデル校での取り組みをまとめた「模範授業Ｄ
ＶＤ」を通して、４技能のバランスのよい育成についてのノウハウを県内の全ての高校で共有す
ることとしています。

留学促進助成事業

原則１年間の海外留学を希望する県内の高校生に、留学経費を支援します。また、帰国した生
徒には、国際的視野の涵養と留学機運の醸成を目的とした県主催の留学フェアにおいて、体験談
を伝えてもらっています。

COLUMN アクションプラン策定推進委員の意見の一部を紹介します！

グローバルな人材となるには、文化を含めて住んでいる街のこと地域のことをよく勉強していかなく
てはいけないと思います。まず、自分の街をもっと知る、文化歴史を知る、それだけの価値のある石川
県であると思います。英語等の語学と併せて、これらをしっかり学んで欲しいと思います。

石野 晴紀 委員
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将来の我が国を牽引する優れた才能や個性を有する生徒を支えるため、これまでもスーパーサイ

エンスハイスクール（ＳＳＨ）やいしかわニュースーパーハイスクール（ＮＳＨ）などを通じて先進的

な教育を受ける機会を提供してきました。

しかし、近年の科学技術の進展等に伴い産業界で必要な専門知識や技術が高度化し、従来の産業

分類を超えた複合的な産業が発展していることから、既存の見方や考え方にこだわらず、独創性を

持って、新たな価値を創出することが求められています。

これらを踏まえ、自然科学や人文科学などの分野においてイノベーションを担う人材の育成に努

めます。

ＳＳＨなど先進的な教育の推進や、優れた才能や個性を有する生徒に対してハイレベルな学習

機会や切磋琢磨する場を提供することが重要です。

大学や研究機関、企業等との連携を通して、最先端の科学実験や大学の研究者による講義を行

うなど、将来高度な知識・技能を身に付け、科学技術系分野を牽引する人材を育成します。

最先端の科学分野で活躍しようとする意欲や科学的スキルの獲得ア

将

２ イノベーションを担う人材の育成

スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）

科学技術・理科、数学教育を重点的に行う学校をスー
パーサイエンスハイスクールとして指定（文部科学省）
し、将来の国際的な科学技術系人材の育成のための取組を
着実に推進するとともに、高大の接続の在り方について大
学と連携した研究やカリキュラムの作成の研究等について
推進しています。

いしかわ高校科学グランプリ

県内の科学好きの高校生が一堂に会し、競い合う場を設けることで、科学好きの裾野を広げ、
トップ層の応用力や実践力を伸ばし、科学教育のレベルアップを図っています。優勝校は「科学の
甲子園全国大会」に県代表として出場し、全国の高校生と競うことで更にレベルアップを図ります。

発展的科学実験実践事業

従来の実験の枠を超えて、最先端の研究や今日的な課題などにつながる科学実験や講演会等を
実施することで、生徒の科学に対する興味関心を高め、主体的に学習に取り組む力を育成し、理
科教育の充実を図ります。

京都大学連携事業

京都大学と連携し、科学技術に傑出した意欲・能力をもつ高校生に対する京都大学による専門
講義・演習の提供や、京都大学の院生や学生による出前講座などの教育活動への支援を行いま
す。また、京都大学のグローバルサイエンスキャンパスELCAS（科学体系と創造性がクロスす
る知的卓越人材育成プログラム）に県内の高校生を派遣します。
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アクションプランに関するＱ＆Ａアクションプランに関するＱ＆Ａ

「タフ」という言葉には、「困難にぶち当たってもへこたれない、それに立ち向かい打ち克つ」
という意味、いわゆる「怯まない」「不屈の」「しぶとい」という意味があります。学力向上を考
えるにあたっても、一面的な学力ではなく、難しい課題にぶつかってもしっかりと立ち向かえ
るような力を、石川県として高校生に求めたい学力として考えているためです。

Q 1Q 1
A.

目指すべき生徒像で、「心身ともにタフな生徒」となっているのはなぜですか？

目標１と目標２はいずれも、石川県の高校教育の質を確保するために設定したものですが、
両者の違いについては、目標１の方は、生徒一人ひとりの普遍的な力の育成という視点で、目
標２の方は、社会とのつながりの中で、未来に向けて立ち向かう力の育成という視点で設定し
ています。

Q2Q2
A.

目標１と目標２で、生徒に身に付けさせたい力の違いは何ですか？

これまで行ってきた学習指導と異なる指導を導入しなければならないということではありま
せん。従来の、学力の３要素（知識・技能、思考力・判断力・表現力等、主体的に学習に取り組
む態度）を育む指導について、さらに明確化させ、充実させるための指導計画書（学力スタン
ダード）を作成すると考えてください。
学力スタンダードを作成するプロセスで、教員同士が教科会等で協議を重ね、目指すべき指
導を考えることにより、生徒の資質・能力に応じた統一の目標設定を行ったり、優れた指導法
等を共有化するなど、各教員の授業改善に役立てることができます。
また、個々の教員の裁量に大きく任せられていた教科指導法（暗黙知）から、当該高校で教科
指導を行う全教員が協議し設定した教科指導法（形式知）に転換することになり、新しく赴任し
た教員が、本校で求めるべき学習の深度を把握してスムーズに授業に入っていけるようにする
ための指導資料としても役立ちます。
大切なポイントは、学力スタンダードで教員間の目線合わせを行った上で、一人ひとりの教
員の持ち味や個性を一層伸ばすことです。

Q3Q3
A.

指導計画書（学力スタンダード）をつくることで、指導の在り方にどのような変化
がありますか？
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高等学校の質の確保・向上を図るためには、その基盤となる教職員の資質向上と学校の組織運営体制
の改善・充実は欠かせません。このため、教職員の研修や多様な人材を活用するための取組、ＰＤＣＡサ
イクルを確実に進めるためのマネジメント体制の確立や、学校評価の充実などをより一層進めることが
必要です。
また、様々な取組を通じて、その促進を図るだけでなく、学校全体で一つの方向に向かって組織的に
取り組むとともに、学校が産業界や地域・社会と連携を進め、次世代の地域・社会を支えていく人材を
育てることも重要となっています。併せて、それぞれの学校や教職員等が個別に対応するだけでなく、
優れた知見を学校間で幅広く共有していくことも重要です。
これらを踏まえ、生涯学び続ける姿勢をもった人材としての教員の意識改革や資質・能力の向上に向け教
員研修を充実するとともに、様々な課題に対応するため、組織的な学校運営への転換を図ります。

教員の急激な世代交代に備え、高校教育の質の確保・向上を進めるに当たっては、日々生徒に接

する教員の指導力向上は欠かせません。このため、授業改善等の充実に取り組むための研修の充

実を含め、高い専門性と実践的な指導力を身に付けられるよう、教育センターの研修や「いしかわ

師範塾」等の充実を図るとともに、新たに構築するスマートスクールネットの活用を通じて、教員

の「学びの力」を育む指導力の向上に取り組みます。

教

１ 教員の専門性を高める研修の推進

県教育センター研修事業の充実

経年研修については一部見直しを行い、初任段階での早期の人材育成を目指し悉皆研修の充実
を図りました。また中堅層の学校運営参画意識を高めるため、中堅後期における悉皆研修の充実
も図っています。
教科等指導に関する研修や今日的課題に関する研修では、個人のレベルに応じてより高い専門
性を身に付けることができるよう、内容を「基礎」「応用」「発展」の３段階に区分して明示し、受
講生を募ります。

スマートスクールネットの活用

研修講座や優秀教員による授業の動画のオンデマンド配信では、教員の必要に応じていつでも
視聴ができます。また、遠隔地でもSkype と組み合わせれば講師に質問できるなど、双方向の
研修が可能となります。
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目標３　　　　　　　　　　　　　　　

教員の資質・能力や学校の経営力の向上

社会や学校を取り巻く環境が大きく変化し、学校現場が抱える課題も複雑・多様化していること

から、その課題に対して学校全体で一つの方向に向かって組織的に取り組むとともに、学校が産業

界や地域・社会と連携を進める必要があります。

このことに対応するため、専門家等の外部人材を積極的に活用するとともに、教員の評価システ

ムの再構築などを行い、学校の組織的な対応を促進します。

社

２ 組織的学校経営の推進

いしかわ師範塾のプレミアム研修

学校における次代の中核的リーダーを養成
するワンランク上の研修です。「若手教員を育
てるOJT リーダー研修」や「学校研修リー
ダー研修」、「交渉力向上研修」など、組織運
営、人材育成、外部との連携といった学校経
営に必要なマネジメント能力を高める研修の
充実を図ります。また、生徒指導、インク
ルーシブ教育、各教科指導など様々な分野に
関して、より専門性の高い研修も実施しま
す。

近年の産業・就労構造の変化をはじめとした経済社会の変化や、高等学校を取り巻く現状を踏ま

えれば、多様化した生徒の様々な学習ニーズへの対応や学習機会に係る選択肢の充実は、今後も引

き続き推進していくことが求められています。

これらを踏まえ、社会の変化を察知し日々の授業改善に生かせるよう、企業トップの講演会等を

通じて教員の社会的視野を拡げる取組を推進します。

近

３ 教員の視野を拡げる取組の推進

企業トップに学ぶ研修（県教育センターの研修）

グローバルに活躍する企業トップの講演を企画し、企業を取り巻く環境が変化する中での経営
の在り方や目標に向けた組織運営などの話を通して、企業や社会の実情や高校生に求める資
質・能力を知り、進路指導・キャリア教育に役立てるとともに、学校運営の在り方についても見
直す機会とします。
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これからの激動の社会を生き抜くためには、自ら考え、また、学校内外の多様な人々と協働しながら
主体的に課題を解決し、価値を創造する力が求められており、このような力を育むためには、ＩＣＴの活
用なども図りつつ、協働型・双方向型の新たな学びの要素を取り入れていくことが求められています。
これらを踏まえ、学力向上に向けた評価システムや施設・設備など、質の高い学びを実現する教育環
境を整備します。

高等学校教育の多様化は、結果として、生徒が高等学校の学習で何をどの程度習得したのかを

見えにくくしており、高校生としての基礎的・基本的な学力を身に付けさせるための仕組みを導

入するなど、高等学校教育の質を確保すること等が課題となっています。

こうした課題に対応するため、校種や生徒の学力等を踏まえ、高等学校教育を通じて身に付け

るべき資質・能力を多面的に評価する手法について、調査研究を実施します。

高

１ 新たな学びに対応した評価システムの構築

確かな学力をより効果的に育成することを目指し、言語活動の充実や、グループ学習、ＩＣＴの

積極的な活用をはじめとする指導方法・指導体制の工夫改善を通じた協働型・双方向型授業を推

進するため、ＩＣＴ環境の整備など、教育の質の向上を目指す上で必要な学習環境の整備に努めま

す。

確

２ 新たな学びを実現する学習環境の整備

成長分野における産業振興や地域活性化の中核を担う専門人材等の養成に向けて、実践的な職

業教育を充実し、生徒が学びやすい新しい学習システムを構築するため、地元の産業界、大学・

研究機関等との連携により、専門性の向上に努めるとともに、必要な環境整備に努めます。

成

３ 産業構造や技術革新に対応できる高校の環境整備

学力スタンダード策定・評価研究事業　※再掲

ＩＣＴ環境の整備

書画カメラ、プロジェクター、タブレット端末、無線 LANなどの整備を進め、ＩＣＴを効果
的に活用した授業により、生徒の学力向上につなげます。

21

4目標 質の高い学びを実現する教育環境の整備

６
ウ
ラ
　「
学
び
の
力
」
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
　
石
川
県
教
育
委
員
会



目標３　　　　　　　　　　　　　　　

教員の資質・能力や学校の経営力の向上

社会や学校を取り巻く環境が大きく変化し、学校現場が抱える課題も複雑・多様化していること

から、その課題に対して学校全体で一つの方向に向かって組織的に取り組むとともに、学校が産業

界や地域・社会と連携を進める必要があります。

このことに対応するため、専門家等の外部人材を積極的に活用するとともに、教員の評価システ

ムの再構築などを行い、学校の組織的な対応を促進します。

社

２ 組織的学校経営の推進

いしかわ師範塾のプレミアム研修

学校における次代の中核的リーダーを養成
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えれば、多様化した生徒の様々な学習ニーズへの対応や学習機会に係る選択肢の充実は、今後も引

き続き推進していくことが求められています。

これらを踏まえ、社会の変化を察知し日々の授業改善に生かせるよう、企業トップの講演会等を
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グローバルに活躍する企業トップの講演を企画し、企業を取り巻く環境が変化する中での経営
の在り方や目標に向けた組織運営などの話を通して、企業や社会の実情や高校生に求める資
質・能力を知り、進路指導・キャリア教育に役立てるとともに、学校運営の在り方についても見
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アクションプランに関するＱ＆Ａアクションプランに関するＱ＆Ａ

「タフ」という言葉には、「困難にぶち当たってもへこたれない、それに立ち向かい打ち克つ」
という意味、いわゆる「怯まない」「不屈の」「しぶとい」という意味があります。学力向上を考
えるにあたっても、一面的な学力ではなく、難しい課題にぶつかってもしっかりと立ち向かえ
るような力を、石川県として高校生に求めたい学力として考えているためです。

Q 1Q 1
A.

目指すべき生徒像で、「心身ともにタフな生徒」となっているのはなぜですか？

目標１と目標２はいずれも、石川県の高校教育の質を確保するために設定したものですが、
両者の違いについては、目標１の方は、生徒一人ひとりの普遍的な力の育成という視点で、目
標２の方は、社会とのつながりの中で、未来に向けて立ち向かう力の育成という視点で設定し
ています。

Q2Q2
A.

目標１と目標２で、生徒に身に付けさせたい力の違いは何ですか？

これまで行ってきた学習指導と異なる指導を導入しなければならないということではありま
せん。従来の、学力の３要素（知識・技能、思考力・判断力・表現力等、主体的に学習に取り組
む態度）を育む指導について、さらに明確化させ、充実させるための指導計画書（学力スタン
ダード）を作成すると考えてください。
学力スタンダードを作成するプロセスで、教員同士が教科会等で協議を重ね、目指すべき指
導を考えることにより、生徒の資質・能力に応じた統一の目標設定を行ったり、優れた指導法
等を共有化するなど、各教員の授業改善に役立てることができます。
また、個々の教員の裁量に大きく任せられていた教科指導法（暗黙知）から、当該高校で教科
指導を行う全教員が協議し設定した教科指導法（形式知）に転換することになり、新しく赴任し
た教員が、本校で求めるべき学習の深度を把握してスムーズに授業に入っていけるようにする
ための指導資料としても役立ちます。
大切なポイントは、学力スタンダードで教員間の目線合わせを行った上で、一人ひとりの教
員の持ち味や個性を一層伸ばすことです。

Q3Q3
A.

指導計画書（学力スタンダード）をつくることで、指導の在り方にどのような変化
がありますか？
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高等学校の質の確保・向上を図るためには、その基盤となる教職員の資質向上と学校の組織運営体制
の改善・充実は欠かせません。このため、教職員の研修や多様な人材を活用するための取組、ＰＤＣＡサ
イクルを確実に進めるためのマネジメント体制の確立や、学校評価の充実などをより一層進めることが
必要です。
また、様々な取組を通じて、その促進を図るだけでなく、学校全体で一つの方向に向かって組織的に
取り組むとともに、学校が産業界や地域・社会と連携を進め、次世代の地域・社会を支えていく人材を
育てることも重要となっています。併せて、それぞれの学校や教職員等が個別に対応するだけでなく、
優れた知見を学校間で幅広く共有していくことも重要です。
これらを踏まえ、生涯学び続ける姿勢をもった人材としての教員の意識改革や資質・能力の向上に向け教
員研修を充実するとともに、様々な課題に対応するため、組織的な学校運営への転換を図ります。

教員の急激な世代交代に備え、高校教育の質の確保・向上を進めるに当たっては、日々生徒に接

する教員の指導力向上は欠かせません。このため、授業改善等の充実に取り組むための研修の充

実を含め、高い専門性と実践的な指導力を身に付けられるよう、教育センターの研修や「いしかわ

師範塾」等の充実を図るとともに、新たに構築するスマートスクールネットの活用を通じて、教員

の「学びの力」を育む指導力の向上に取り組みます。

教

１ 教員の専門性を高める研修の推進

県教育センター研修事業の充実

経年研修については一部見直しを行い、初任段階での早期の人材育成を目指し悉皆研修の充実
を図りました。また中堅層の学校運営参画意識を高めるため、中堅後期における悉皆研修の充実
も図っています。
教科等指導に関する研修や今日的課題に関する研修では、個人のレベルに応じてより高い専門
性を身に付けることができるよう、内容を「基礎」「応用」「発展」の３段階に区分して明示し、受
講生を募ります。

スマートスクールネットの活用

研修講座や優秀教員による授業の動画のオンデマンド配信では、教員の必要に応じていつでも
視聴ができます。また、遠隔地でもSkype と組み合わせれば講師に質問できるなど、双方向の
研修が可能となります。
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社会活動を行う上で共通に身に付けるべき資質・能力の育成

ア　生徒の資質・能力と学習到達度に応じた学力の質を確保する取組

①

１
目標

一人ひとりの資質・能力を高め、社会の変化に対応できる実践力を育む教育の推進

石川県高等学校「学びの力」向上
アクションプラン全体構想（概要版）
石川県高等学校「学びの力」向上
アクションプラン全体構想（概要版）

●少子化による多様な生徒の高校での受け入れ、グローバル社会の進展などによる高校卒業者の社
会での役割の多様化　→高校卒業時における生徒・保護者等の多様なニーズへの取組が必要

　・進学校における旧帝大や難関大学への進学、海外有力大学への進学及び留学対策の実施
　・専門高校等における企業が求める学力と専門技術の習得促進
　・学力レベルに応じた普通高校や総合学科における目指すべき学力等の習得促進

学力の三要素として捉えられている「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」及び「主体的に学習に
取り組む態度」を基盤とし、自立した人間として、他者と協働しながら、新しい価値を創造する力の育成な
ど、生徒一人ひとりの資質・能力を高め、21世紀の社会を生き抜く実践力を育みます。

学力の三要素を基盤として、各校の特性や学習到達度を踏まえ、学力基準（スタ
ンダード）を設定し、生徒一人ひとりの学力の質の確保に努めます。

イ　卒業後の社会で必要とされる資質・能力の育成
協働型・探究型授業を実践し、生徒一人ひとりに21世紀をより良く生き抜くために
必要な資質・能力を育むとともに、生涯にわたって学び続ける態度を養います。

学校のタイプや多様な進路に応じたタフな学力を育む教育の推進

ア　学校の特性に応じて更なる高みを目指した取組の充実

②

学校の特性を踏まえた特色ある学習活動や学校間連携による生徒・教員の切磋
琢磨する機会を設定し、生徒の学ぶ意欲の喚起や教員の指導力向上にむけて、学
校をあげて推進します。

イ　時代のニーズに呼応した実践的な産業教育の充実
資格・検定試験の積極的な取得・活用を図るとともに、専門高校等が地元企業な
どと連携して、石川の食、ものづくり、くらし・経済を支える将来の専門的職業人
につながる力の育成に努めます。

●平成27年度に県の教育振興基本計画を改定。次期学習指導要領については28年度に答申、29年度に告示（予定）
・地域社会の即戦力となる人材を育成する高等学校教育においては国の動向に対応する施策を先行実施することが重要
●中教審答申（H26年12月）「高大接続・大学入試改革」などの議論
・高校生の学力到達度をみる「高校基礎学力テスト」を平成31年度（2019年度）から導入
・センター試験を廃止し、知識の活用力や思考力をみる「大学入学希望者学力評価テスト」を平成32年度（2020年度）から実施

・各校で目指すべき学力の定義付けと個の進路に見合った学力向上支援策が必要
・確かな基礎学力を身に付けさせるとともに、活用する力や深く思考する力の育成が必要
・全国学力調査で全国上位を維持する本県中学生の能力や可能性を伸ばす取組が必要

先行的・戦略的な
「学びの力」向上
アクションプランの
策定

現状・背景

高等学校「学びの力」向上アクションプラン

参
　考

目指すべき生徒像

自ら学び、課題を見付け、解決できる力を身に付けた、心身ともにタフな生徒

・学力スタンダード策定・評価研究事業
　（スクールポリシーの策定を含む）

・いしかわ探究スキル育成プロジェクト

・いしかわニュースーパーハイスクール
　（ＮＳＨ）
・高等学校連携による教育力向上推進事業
・地域交流による高等学校活性化事業

・スーパープロフェッショナルハイスクール
　（ＳＰＨ）
・グローバル観光人材育成事業
・産業教育フェア
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教員による一方的な講義形式の教育とは異なり、学習者の能動的な参加を取り入れた教授・
学習法の総称です。学習者が能動的に学ぶことによって、論理的・批判的思考力や人間関係形
成力など、汎用的能力の育成を図ることができます。
具体的な方法としては、ディスカッション、ディベート、グループワークなどがあります。

Q4Q4
A.

アクティブ・ラーニングとは何ですか？

クリティカル・シンキングとも言われる批判的思考とは、 自分の判断や行動の根拠となる証拠
に基づく論理的で偏りのない思考のことです。決して、単に「相手を批判する」思考ということ
ではありません。むしろ、自分の思考を意識的に吟味しようとする内省的な思考であり、答え
が一つと限らない「探究」の分野においては、客観性・論理性・多面性・内省的態度・コミュニ
ケーション力といった様々な力が求められる、この思考は極めて大切な考え方です。

Q5Q5
A.

批判的思考力とはどのようなものですか？

キャリア教育は、子ども・若者がキャリアを形成していくために必要な能力や態度の育成を
目標とする教育的な働きかけのことであり、卒業後の進路にかかわらず、すべての生徒にとっ
て必要です。単に職業について考えるのではなく、生徒が自己の在り方や生き方を考え、主体
的に進路を選択することができるよう、学校の教育活動全体を通じて行われることが求められ
ています。
大学進学を目指す生徒に対しては、大学で何を学び、それを将来どう生かすのかを考えさせ
るなど、大学進学に対する目的意識を明確にするためのキャリア教育が不可欠です。職業人イ
ンタビューやインターンシップなど特定の活動に限定するのではなく、日々の授業など、教科
指導を含め様々な教育活動の中で「大学の向こうにある社会」を意識させることは、学習意欲を
高め、確かな学力を向上させることにつながります。

Q6Q6
A.

キャリア教育は、大学進学指導を重視する本校においても必要ですか？

イノベーションとは、新しいものを生産する、あるいは既存のものを新しい方法で生産する
ことを意味しています。イノベーションの例としては、創造的活動による新製品開発、新生産
方法の導入、新マーケットの開拓、新たな資源（の供給源）の獲得、組織の改革などがあり、決
して科学技術分野だけを指すわけではありません。このような人材を育てるためには、外部人
材を積極的に活用するとともに、教員自身が広く社会に目を向け、研鑽を重ね、生徒の指導に
生かしていくことが大切です。

Q7Q7
A.

イノベーションを担う人材を育てるためには、どのようなことが必要ですか？
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氏　　　名 所　属　・　職　名　等

荒 瀬 克 己

石 野 晴 紀

藺 森 喜 美

梶 本 逸 子

桑　村　佐和子

佐 藤 文 夫

新　屋　長二郎

高　瀬　敬士朗

舘   　 清

藤　多 典　子

本　所　　　恵

松 澤 照 男

水 越 裕 治

村 井 吉 雄

山　本　登紀男

吉 冨 芳 正
☆ 委員長

大谷大学 教授

株式会社石野製作所 代表取締役社長

県立野々市明倫高等学校長

元 県立金沢二水高等学校長

金沢美術工芸大学 教授

県立小松工業高等学校長

石川県高等学校長協会 会長（県立金沢泉丘高等学校長）

ライオンパワー株式会社 代表取締役社長

石川県高等学校ＰＴＡ連合会 会長

石川県婦人団体協議会 会長

金沢大学 准教授

北陸先端科学技術大学院大学 副学長

株式会社アクトリー 代表取締役社長

元 県立小松商業高等学校長

元 県立七尾高等学校長

明星大学 教授

あら せ かつ み

いし の はる き

い もり き み

かじ もと いつ こ

くわ むら さ　わ　こ

さ とう ふみ お

しん や ちょうじ ろう 

たか せ けい  し  ろう

たち きよし

ふじ た のり こ

ほん じょ めぐみ

☆

まつ ざわ てる お

みず こし ひろ はる

むら い よし お

氏　　　名 所　属　・　職　名　等

三　宅　なほみ 東京大学 教授
みや け

やま もと　 と　き　お

よし とみ よし まさ

アクションプラン策定推進委員会名簿アクションプラン策定推進委員会名簿

■委員 （五十音順）

■アドバイザー
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元 県立金沢二水高等学校長

金沢美術工芸大学 教授

県立小松工業高等学校長

石川県高等学校長協会 会長（県立金沢泉丘高等学校長）

ライオンパワー株式会社 代表取締役社長

石川県高等学校ＰＴＡ連合会 会長

石川県婦人団体協議会 会長

金沢大学 准教授

北陸先端科学技術大学院大学 副学長

株式会社アクトリー 代表取締役社長

元 県立小松商業高等学校長

元 県立七尾高等学校長

明星大学 教授

あら せ かつ み

いし の はる き

い もり き み

かじ もと いつ こ
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社会活動を行う上で共通に身に付けるべき資質・能力の育成

ア　生徒の資質・能力と学習到達度に応じた学力の質を確保する取組

①

１
目標

一人ひとりの資質・能力を高め、社会の変化に対応できる実践力を育む教育の推進

石川県高等学校「学びの力」向上
アクションプラン全体構想（概要版）
石川県高等学校「学びの力」向上
アクションプラン全体構想（概要版）

●少子化による多様な生徒の高校での受け入れ、グローバル社会の進展などによる高校卒業者の社
会での役割の多様化　→高校卒業時における生徒・保護者等の多様なニーズへの取組が必要

　・進学校における旧帝大や難関大学への進学、海外有力大学への進学及び留学対策の実施
　・専門高校等における企業が求める学力と専門技術の習得促進
　・学力レベルに応じた普通高校や総合学科における目指すべき学力等の習得促進

学力の三要素として捉えられている「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」及び「主体的に学習に
取り組む態度」を基盤とし、自立した人間として、他者と協働しながら、新しい価値を創造する力の育成な
ど、生徒一人ひとりの資質・能力を高め、21世紀の社会を生き抜く実践力を育みます。

学力の三要素を基盤として、各校の特性や学習到達度を踏まえ、学力基準（スタ
ンダード）を設定し、生徒一人ひとりの学力の質の確保に努めます。

イ　卒業後の社会で必要とされる資質・能力の育成
協働型・探究型授業を実践し、生徒一人ひとりに21世紀をより良く生き抜くために
必要な資質・能力を育むとともに、生涯にわたって学び続ける態度を養います。

学校のタイプや多様な進路に応じたタフな学力を育む教育の推進

ア　学校の特性に応じて更なる高みを目指した取組の充実

②

学校の特性を踏まえた特色ある学習活動や学校間連携による生徒・教員の切磋
琢磨する機会を設定し、生徒の学ぶ意欲の喚起や教員の指導力向上にむけて、学
校をあげて推進します。

イ　時代のニーズに呼応した実践的な産業教育の充実
資格・検定試験の積極的な取得・活用を図るとともに、専門高校等が地元企業な
どと連携して、石川の食、ものづくり、くらし・経済を支える将来の専門的職業人
につながる力の育成に努めます。

●平成27年度に県の教育振興基本計画を改定。次期学習指導要領については28年度に答申、29年度に告示（予定）
・地域社会の即戦力となる人材を育成する高等学校教育においては国の動向に対応する施策を先行実施することが重要
●中教審答申（H26年12月）「高大接続・大学入試改革」などの議論
・高校生の学力到達度をみる「高校基礎学力テスト」を平成31年度（2019年度）から導入
・センター試験を廃止し、知識の活用力や思考力をみる「大学入学希望者学力評価テスト」を平成32年度（2020年度）から実施

・各校で目指すべき学力の定義付けと個の進路に見合った学力向上支援策が必要
・確かな基礎学力を身に付けさせるとともに、活用する力や深く思考する力の育成が必要
・全国学力調査で全国上位を維持する本県中学生の能力や可能性を伸ばす取組が必要

先行的・戦略的な
「学びの力」向上
アクションプランの
策定

現状・背景

高等学校「学びの力」向上アクションプラン

参
　考

目指すべき生徒像

自ら学び、課題を見付け、解決できる力を身に付けた、心身ともにタフな生徒

・学力スタンダード策定・評価研究事業
　（スクールポリシーの策定を含む）

・いしかわ探究スキル育成プロジェクト

・いしかわニュースーパーハイスクール
　（ＮＳＨ）
・高等学校連携による教育力向上推進事業
・地域交流による高等学校活性化事業

・スーパープロフェッショナルハイスクール
　（ＳＰＨ）
・グローバル観光人材育成事業
・産業教育フェア
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教員による一方的な講義形式の教育とは異なり、学習者の能動的な参加を取り入れた教授・
学習法の総称です。学習者が能動的に学ぶことによって、論理的・批判的思考力や人間関係形
成力など、汎用的能力の育成を図ることができます。
具体的な方法としては、ディスカッション、ディベート、グループワークなどがあります。

Q4Q4
A.

アクティブ・ラーニングとは何ですか？

クリティカル・シンキングとも言われる批判的思考とは、 自分の判断や行動の根拠となる証拠
に基づく論理的で偏りのない思考のことです。決して、単に「相手を批判する」思考ということ
ではありません。むしろ、自分の思考を意識的に吟味しようとする内省的な思考であり、答え
が一つと限らない「探究」の分野においては、客観性・論理性・多面性・内省的態度・コミュニ
ケーション力といった様々な力が求められる、この思考は極めて大切な考え方です。

Q5Q5
A.

批判的思考力とはどのようなものですか？

キャリア教育は、子ども・若者がキャリアを形成していくために必要な能力や態度の育成を
目標とする教育的な働きかけのことであり、卒業後の進路にかかわらず、すべての生徒にとっ
て必要です。単に職業について考えるのではなく、生徒が自己の在り方や生き方を考え、主体
的に進路を選択することができるよう、学校の教育活動全体を通じて行われることが求められ
ています。
大学進学を目指す生徒に対しては、大学で何を学び、それを将来どう生かすのかを考えさせ
るなど、大学進学に対する目的意識を明確にするためのキャリア教育が不可欠です。職業人イ
ンタビューやインターンシップなど特定の活動に限定するのではなく、日々の授業など、教科
指導を含め様々な教育活動の中で「大学の向こうにある社会」を意識させることは、学習意欲を
高め、確かな学力を向上させることにつながります。

Q6Q6
A.

キャリア教育は、大学進学指導を重視する本校においても必要ですか？

イノベーションとは、新しいものを生産する、あるいは既存のものを新しい方法で生産する
ことを意味しています。イノベーションの例としては、創造的活動による新製品開発、新生産
方法の導入、新マーケットの開拓、新たな資源（の供給源）の獲得、組織の改革などがあり、決
して科学技術分野だけを指すわけではありません。このような人材を育てるためには、外部人
材を積極的に活用するとともに、教員自身が広く社会に目を向け、研鑽を重ね、生徒の指導に
生かしていくことが大切です。

Q7Q7
A.

イノベーションを担う人材を育てるためには、どのようなことが必要ですか？
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地域の活性化に貢献できる人材の育成

ア　地域社会の一員として主体的に参加する態度やふるさと愛の伸長

①

２
目標

未来への飛躍を実現する人材の育成

創造性やチャレンジ精神、リーダーシップ、コミュニケーション能力、英語運用能力などを培い、変化する
社会の中で新たな価値を創出し、社会の各分野を牽引していく人材を育成します。

地域と連携し、社会の一員として主体的に参画し貢献する意識や態度とともに、ふる
さとを愛する心を養い、地域を支える人材育成を図ります。

イ　地域に活力を与える企画力を備えた人材の育成
実践的な教育活動への支援を通じて、教育の質の向上を図り、企画力やチャレンジ
精神を持ち、地域社会の活性化に主体的に寄与することのできる人材を育成します。

イノベーションを担う人材の育成

ア　最先端の科学分野で活躍しようとする意欲や科学的スキルの獲得

②

大学や研究機関、企業等と連携し、最先端の科学技術や実験を行ったり、大学の
研究者による講義を行うなど、科学技術系分野を牽引する人材を育成します。
イ　人文分野での活躍を志す人材の育成
今日的な課題に対する議論や新たな提案（里山里海、伝統工芸、食文化など）を
自ら進んで行うクリエイティブな力を持った人材を育成します。

世界に羽ばたくグローバル人材の育成

ア　幅広い教養や国際的な視野の獲得

③

グローバルな社会課題、グローバルなビジネス課題の探究に向け、様々な外部連
携・協力を行うことにより、従来の教育活動の枠組を拡げた取組を進めます。

イ　英語コミュニケーション能力の育成
グローバル社会において、文化的な背景や価値観の異なる人々と意見を交わし、
協働するための英語によるコミュニケーションスキルを育成します。

・「おもてなし」を学ぶ授業の推進
・社会と関わる土曜学習事業
・地域交流による高等学校活性化事業
・石川ふるさと学（産業・文化・自然等）の
推進
　（石川版教科書「ふるさと石川」の活用）
・未来の職業人育成プロジェクト

・スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）
・いしかわ高校科学グランプリ
・発展的科学実験実践事業
・京都大学連携事業
・ふるさとに学ぶクリエイティブ人材育成事業

・いしかわニュースーパーハイスクール
　（ＮＳＨ）
・スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）
・職業英会話力育成研究事業
・英語指導力向上モデル事業
・留学促進助成事業

教員の専門性を高める研修の推進①

３
目標

教員の資質・能力や学校の経営力の向上

教員の意識改革や資質・能力の向上に向け教員研修を充実強化するとともに、様々な課題に対応するため、
組織的な学校経営への転換を図ります。

教員の急激な世代交代に備え、研修や新たに構築するスマートスクールネットの活用
を通じて、教員の「学びの力」を育む指導力の向上に取り組みます。

組織的学校経営の推進②
社会や教育を取り巻く環境が大きく変化し、学校現場が抱える課題も複雑・多様化
していることから、専門家等の外部人材を活用するとともに、教員の評価システムの
再構築などを行い、学校の組織的な対応を促進します。

教員の視野を拡げる取組の推進③
社会の変化を察知し日々の授業改善に生かせるよう、企業トップの講演会等を通じ
て教員の社会的視野を拡げる取組を推進します。

・いしかわ師範塾
　（プレミアム研修等）

・教育センター研修事業の充実

・企業トップに学ぶ研修

新たな学びに対応した評価システムの構築①

４
目標

質の高い学びを実現する教育環境の整備

学力向上に向けた評価システムや施設・設備など、質の高い学びを実現する教育環境を整備します。

校種や生徒の学力等を踏まえ、高校教育を通じて身に付けるべき資質・能力を多面
的に評価する手法について調査研究を実施します。

新たな学びを実現する学習環境の整備②
ＩＣＴ環境の整備など、教育の質の向上を目指す上で必要な学習環境の整備に努めます。

産業構造や技術革新に対応できる高校の環境整備③
地元の産業界、大学・研究機関等との連携により専門性の向上に努めるとともに必
要な環境整備に努めます。

・学力スタンダード策定・評価
　研究事業

・ＩＣＴ環境の整備
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学
Ⅰ
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○
○
高
等
学
校

平
成
２
７
年
度
指
導
計
画

書
（
学
力
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

）
教
科
：
数

学
科
目
：
数
学
Ⅰ

 

内
容

 
具
体
的
な
到
達
目
標

 
指

導
の

手
立

て
 

（
学
習
活
動
・
使
用
教
材
・
教
具
等
）

 
予
定

 
実
施

 
授

業
で

把
握

し
た

 
目

標
到

達
度

 
<基

礎
>レ

ベ
ル

 
<応

用
>レ

ベ
ル

 
 イ

二
次

関
数

の
値

の
変

化
 

（
ア

）
 

二
次

関
数

の
最

大
・

最
小

 
二

次
関

数
の

値

の
変

化
に

つ
い

て
、
グ

ラ
フ

を
用

い
て

考
察

し
た

り
最

大
値

や
最

小
値

を
求

め
た

り
す

る
こ

と
。

 
     

 ・
与
え

ら
れ
た

定
義
域
で
、
値
域
内

の
ｙ
の
値
か

ら
二
次

関
数
の
最
大
値
・
最
小
値
を

求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

 
 （
例
）
次
の
二
次
関
数
の
最
大
値
、
最
小
値
が
あ
れ
ば
、

　
　
　
そ
の
値
を
求
め
よ
。

　
　
　

　












　

　
　
　

　










　










　
　
　

　











　










 
  ・

具
体

的
な

事
象
に
つ
い
て
、
何
を

変
数
ｘ
に
す

る
か
、

ｘ
が
変
化
す
る
と
何
が
変
化

す
る
の
か
、

ｘ
の
変

域
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

を
分
析
す
る

こ
と
が

で
き
、
そ
の
情
報
か
ら
関
数

関
係

を
見
つ

け
出
し

最
大
値
・
最
小
値
の
予
測
に

関
数
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 （
例
）
長
さ



の
ひ
も
を
使
っ
て
長
方
形
の
枠
を
つ
く

　
　
　
る
。
長
方
形
の
面
積
が
最
大
と
な
る
の
は
、
ど
の

　
　
　
よ
う
な
と
き
か
？

　
　
　
ま
た
、
そ
の
と
き
の
面
積
が
最
大
と
な
る
理
由
を

　
　
　
書
き
な
さ
い
。

 
   

             ・
身
近

な
事
象
か
ら
関
数
を
使
っ
て

課
題
を
分
析

で
き
る

内
容
を
問
題
と
し
て
具
体
化

し
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
る

。
 

 （
例
）
文
化
祭
で
模
擬
店
を
開
設
し
て
商
品
を

　
　
　
販
売
し
、
利
益
を
寄
付
す
る
た
め
に
そ

　
　
　
の
利
益
を
最
大
に
す
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。

 
             ・
係
数

や
定
数
項
に

文
字
を
含
む
二

次
関
数
や
定

義
域

の
両

端
に

文
字

を
含

む
二

次
関

数
に

つ
い

て
、
適

切
な
場
合
分
け
を
行
い
、
二

次
関
数
の

最

大
値
や
最
小
値
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

 
 （
例
）

は
定
数
と
す
る
。
次
の
関
数
の
最
大
値
、

　
　
　
最
小
値
を
求
め
よ
。

　
　
　


















　
　
　
　

 
（
例
）

は
定
数
と
す
る
。
次
の
関
数
の
最
大
値
、

　
　
　
最
小
値
を
求
め
よ
。

　
　
　









 









　
　
　
　

 

             【
学
習
活
動
】
身
近
な

事
象
に
係
る
最
大
・
最
小
を
、
関
数
を
活
用
し
て
追
究
す
る
｡

協
働
学
習
の
技
法
の
一
つ
で
あ
る
ジ
グ
ソ
ー
法
に
取
り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を

体
験
す
る
。
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
）

<基
・
応

> 
       

      
 

     【
学

習
活

動
】

場
合

分
け

を
考

察
す

る
場

面
で

、
ま

ず
個
人

で
考

え
た

後
、

互
い

の

考
え

を
ペ

ア
や

グ
ル

ー
プ

内
で

伝
え

合
い

、
個

や
集

団
の

考
え

を
発

展
さ

せ
る

｡

<応
> 

  ・
二

次
関

数
の

グ
ラ

フ
が

移
動

す
る

場
合

、
あ

る
い

は
定
義

域
が

変
化

す
る

場
合

は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ソ
フ

ト
を

活
用

し
、

グ
ラ

フ
等

の
変

化
を
視

覚
的

に
確

認
し

や
す

く

し
場
合
分
け
の
条
件
を
発
見
さ
せ
る
。

<応
> 

  

 
５

月
 

↓
 

６
月

 

 ５
月
８
日

 
 ５

月
１
１
日

 
  ５
月
１
３
日

 
      ５
月
１
５
日

 
    ５
月
１
８
日

 
       ５
月
２
２
日

 
       ５
月
２
５
日

 
       ５
月
２
７
日

 

 ・
二

次
関

数
の

値
の

変
化

と
グ

ラ
フ

を
関

連
付

け
て

考
察

す
る

こ
と

は
、
ほ

ぼ
全

員
定

着
し

た
。 

＜
基
・
応
＞

 
 ・

最
大

値
や

最
小

値
を

求
め

る

技
能

の
定

着
は

、
約

５
割

。
こ

の
後

予
定

し
て

い
る

協
働

学
習

で
は

、
こ

の
技

能
の

定
着

も
含

め
た

学
習

活
動

と
す

る
必

要
が

あ
る

。
<基

>  
・
二
次
関
数
の
有
用
性
を
認
識

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

全
員
達
成
し
た
。

 ＜
基
・
応
＞

 
 ・「

教
え
て
も
ら
っ
て
で
き
る
」

と
い
う
状
態
を
抜
け
だ
し
「
自

分
た
ち
の
力
で
解
決
す
る
」
と

い
う

実
感

を
持

て
た

生
徒

が

６
割
程
度
。
次
回
の
協
働
学
習

で
は

生
徒

の
自

主
的

取
組

を

よ
り

促
進

す
る

技
法

を
取

り

入
れ
る
。

＜
基
＞

 
        ・

場
合

分
け

の
必

要
の

有
無

は

判
断

で
き

る
が

、
適

切
に

場
合

分
け

を
す

る
と

い
う

点
で

課
題

の
あ

る
生

徒
が

少
な

く
な

い
。

次
時

で
は

、
透

明
フ

ィ
ル

ム
を

活
用

し
生

徒
自

身
で

放
物

線
や

定
義

域
を

プ
リ

ン
ト

上
で

移
動

さ
せ

視
覚

的
に

確
認

さ
せ

る
。

 
<応

> 

各
到
達
目
標
の
つ
な
が
り
を
整
理
し
、
学
習
活
動
を
含
め
た
指
導
計
画
を
立
て
る

「学
習
指
導
要
領
」の

内
容
項
目
を
記
載

育
む
資
質
・
能
力

関
数
概
念
の
理
解
を
深
め
、
関
数
の
有
用
性
を
認
識
す
る
こ
と
を
、

 
関
数
を
活
用
し
て
身
近
な
事
象
を
追
究
す
る
と
い
う
学
習
活
動
を
通
し
て
学
び
、

 
自
律
的
活
動
力
、
批
判
的
思
考
力
、
課
題
発
見
力
を
身
に
付
け
る
。

 <基
・

応
> 

 

中
間

考
査

到
達
目
標
、
指
導
の
手
立
て
を
意
識
し
な
が
ら

授
業
の
進
行
管
理
を
実
施

生
徒
の
資
質
・能
力
の
育
成
を
目
指
し
た
学
習
活
動
で
は
、

「 教
科
」と
「資
質
・能
力
」の
関
係
を
明
記

と
い
う
構
造
で
教
育
目
標
と
し
て
記
述
す
る
（年
間
を
通
し
て
１
科
目
あ
た
り
１
～
３
個
）。

・学
習
の
到
達
点
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（評
価
基
準
表
）等
で
表
現

・到
達
点
だ
け
で
は
な
く
学
習
過
程
の
評
価
を
重
視

こ
の
サ
ン
プ
ル
で
は
＜
基
礎
＞
＜
応
用
＞
の
二
つ
の
学
習
集
団
に
分
け
て
授
業
を
実
施

各
レ
ベ
ル
の
最
低
限
の
到
達
点
を
表
す
も
の
で
到
達
の
上
限
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

学
習
指
導
要
領
の
複
数
の
内
容
項
目
に
関
連
す
る
学
習
活
動
が
望
ま
し
い
。

学
習
指
導
要
領
の
複
数
の
内
容
項
目
（
教
科
の
目
標
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で

他
教
科
の
内
容
を
含
め
る
こ
と
も
可
）を
活
用
す
る
学
習
活
動
が
望
ま
し
い
。

サ
ン

プ
ル

『生
徒
は
、

を
［学
習
活
動
］を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、
［資
質
・能
力
］を
身
に
付
け
る
』

［知
識
・技
能
］

［ 思
考
力
・表
現
力
・判
断
力
等
］

［ 主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］
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・
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等
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定

 
実
施

 
授

業
で

把
握

し
た

 
目

標
到

達
度

 
<基

礎
>レ

ベ
ル

 
<応

用
>レ

ベ
ル

 
 イ

二
次

関
数

の
値

の
変

化
 

（
ア

）
 

二
次

関
数

の
最

大
・

最
小

 
二

次
関

数
の

値

の
変

化
に

つ
い

て
、
グ

ラ
フ

を
用

い
て

考
察

し
た

り
最

大
値

や
最

小
値

を
求

め
た

り
す

る
こ

と
。

 
     

 ・
与
え

ら
れ
た

定
義
域
で
、
値
域
内

の
ｙ
の
値
か

ら
二
次

関
数
の
最
大
値
・
最
小
値
を

求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

 
 （
例
）
次
の
二
次
関
数
の
最
大
値
、
最
小
値
が
あ
れ
ば
、

　
　
　
そ
の
値
を
求
め
よ
。

　
　
　

　












　

　
　
　

　










　










　
　
　

　











　










 
  ・

具
体

的
な

事
象
に
つ
い
て
、
何
を

変
数
ｘ
に
す

る
か
、

ｘ
が
変
化
す
る
と
何
が
変
化

す
る
の
か
、

ｘ
の
変

域
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

を
分
析
す
る

こ
と
が

で
き
、
そ
の
情
報
か
ら
関
数

関
係

を
見
つ

け
出
し

最
大
値
・
最
小
値
の
予
測
に

関
数
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 （
例
）
長
さ



の
ひ
も
を
使
っ
て
長
方
形
の
枠
を
つ
く

　
　
　
る
。
長
方
形
の
面
積
が
最
大
と
な
る
の
は
、
ど
の

　
　
　
よ
う
な
と
き
か
？

　
　
　
ま
た
、
そ
の
と
き
の
面
積
が
最
大
と
な
る
理
由
を

　
　
　
書
き
な
さ
い
。

 
   

             ・
身
近

な
事
象
か
ら
関
数
を
使
っ
て

課
題
を
分
析

で
き
る

内
容
を
問
題
と
し
て
具
体
化

し
提
案
す
る

こ
と
が
で
き
る

。
 

 （
例
）
文
化
祭
で
模
擬
店
を
開
設
し
て
商
品
を

　
　
　
販
売
し
、
利
益
を
寄
付
す
る
た
め
に
そ

　
　
　
の
利
益
を
最
大
に
す
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。

 
             ・
係
数

や
定
数
項
に

文
字
を
含
む
二

次
関
数
や
定

義
域

の
両

端
に

文
字

を
含

む
二

次
関

数
に

つ
い

て
、
適

切
な
場
合
分
け
を
行
い
、
二

次
関
数
の

最

大
値
や
最
小
値
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

 
 （
例
）

は
定
数
と
す
る
。
次
の
関
数
の
最
大
値
、

　
　
　
最
小
値
を
求
め
よ
。

　
　
　


















　
　
　
　

 
（
例
）

は
定
数
と
す
る
。
次
の
関
数
の
最
大
値
、

　
　
　
最
小
値
を
求
め
よ
。

　
　
　









 









　
　
　
　

 

             【
学
習
活
動
】
身
近
な

事
象
に
係
る
最
大
・
最
小
を
、
関
数
を
活
用
し
て
追
究
す
る
｡

協
働
学
習
の
技
法
の
一
つ
で
あ
る
ジ
グ
ソ
ー
法
に
取
り
組
み
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を

体
験
す
る
。
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
）

<基
・
応

> 
       

      
 

     【
学

習
活

動
】

場
合

分
け

を
考

察
す

る
場

面
で

、
ま

ず
個
人

で
考

え
た

後
、

互
い

の

考
え

を
ペ

ア
や

グ
ル

ー
プ

内
で

伝
え

合
い

、
個

や
集

団
の

考
え

を
発

展
さ

せ
る

｡

<応
> 

  ・
二

次
関

数
の

グ
ラ

フ
が

移
動

す
る

場
合

、
あ

る
い

は
定
義

域
が

変
化

す
る

場
合

は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ソ
フ

ト
を

活
用

し
、

グ
ラ

フ
等

の
変

化
を
視

覚
的

に
確

認
し

や
す

く

し
場
合
分
け
の
条
件
を
発
見
さ
せ
る
。

<応
> 

  

 
５

月
 

↓
 

６
月

 

 ５
月
８
日

 
 ５

月
１
１
日

 
  ５
月
１
３
日

 
      ５
月
１
５
日

 
    ５
月
１
８
日

 
       ５
月
２
２
日

 
       ５
月
２
５
日

 
       ５
月
２
７
日

 

 ・
二

次
関

数
の

値
の

変
化

と
グ

ラ
フ

を
関

連
付

け
て

考
察

す
る

こ
と

は
、
ほ

ぼ
全

員
定

着
し

た
。 

＜
基
・
応
＞

 
 ・

最
大

値
や

最
小

値
を

求
め

る

技
能

の
定

着
は

、
約

５
割

。
こ

の
後

予
定

し
て

い
る

協
働

学
習

で
は

、
こ

の
技

能
の

定
着

も
含

め
た

学
習

活
動

と
す

る
必

要
が

あ
る

。
<基

>  
・
二
次
関
数
の
有
用
性
を
認
識

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

全
員
達
成
し
た
。

 ＜
基
・
応
＞

 
 ・「

教
え
て
も
ら
っ
て
で
き
る
」

と
い
う
状
態
を
抜
け
だ
し
「
自

分
た
ち
の
力
で
解
決
す
る
」
と

い
う

実
感

を
持

て
た

生
徒

が

６
割
程
度
。
次
回
の
協
働
学
習

で
は

生
徒

の
自

主
的

取
組

を

よ
り

促
進

す
る

技
法

を
取

り

入
れ
る
。

＜
基
＞

 
        ・

場
合

分
け

の
必

要
の

有
無

は

判
断

で
き

る
が

、
適

切
に

場
合

分
け

を
す

る
と

い
う

点
で

課
題

の
あ

る
生

徒
が

少
な

く
な

い
。

次
時

で
は

、
透

明
フ

ィ
ル

ム
を

活
用

し
生

徒
自

身
で

放
物

線
や

定
義

域
を

プ
リ

ン
ト

上
で

移
動

さ
せ

視
覚

的
に

確
認

さ
せ

る
。

 
<応

> 

各
到
達
目
標
の
つ
な
が
り
を
整
理
し
、
学
習
活
動
を
含
め
た
指
導
計
画
を
立
て
る

「学
習
指
導
要
領
」の

内
容
項
目
を
記
載

育
む
資
質
・
能
力

関
数
概
念
の
理
解
を
深
め
、
関
数
の
有
用
性
を
認
識
す
る
こ
と
を
、

 
関
数
を
活
用
し
て
身
近
な
事
象
を
追
究
す
る
と
い
う
学
習
活
動
を
通
し
て
学
び
、

 
自
律
的
活
動
力
、
批
判
的
思
考
力
、
課
題
発
見
力
を
身
に
付
け
る
。

 <基
・

応
> 

 

中
間

考
査

到
達
目
標
、
指
導
の
手
立
て
を
意
識
し
な
が
ら

授
業
の
進
行
管
理
を
実
施

生
徒
の
資
質
・能
力
の
育
成
を
目
指
し
た
学
習
活
動
で
は
、

「 教
科
」と
「資
質
・能
力
」の
関
係
を
明
記

と
い
う
構
造
で
教
育
目
標
と
し
て
記
述
す
る
（年
間
を
通
し
て
１
科
目
あ
た
り
１
～
３
個
）。

・学
習
の
到
達
点
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（評
価
基
準
表
）等
で
表
現

・到
達
点
だ
け
で
は
な
く
学
習
過
程
の
評
価
を
重
視

こ
の
サ
ン
プ
ル
で
は
＜
基
礎
＞
＜
応
用
＞
の
二
つ
の
学
習
集
団
に
分
け
て
授
業
を
実
施

各
レ
ベ
ル
の
最
低
限
の
到
達
点
を
表
す
も
の
で
到
達
の
上
限
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

学
習
指
導
要
領
の
複
数
の
内
容
項
目
に
関
連
す
る
学
習
活
動
が
望
ま
し
い
。

学
習
指
導
要
領
の
複
数
の
内
容
項
目
（
教
科
の
目
標
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で

他
教
科
の
内
容
を
含
め
る
こ
と
も
可
）を
活
用
す
る
学
習
活
動
が
望
ま
し
い
。

サ
ン

プ
ル

『生
徒
は
、

を
［学
習
活
動
］を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
で
、
［資
質
・能
力
］を
身
に
付
け
る
』

［知
識
・技
能
］

［ 思
考
力
・表
現
力
・判
断
力
等
］

［ 主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
］
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地域の活性化に貢献できる人材の育成

ア　地域社会の一員として主体的に参加する態度やふるさと愛の伸長

①

２
目標

未来への飛躍を実現する人材の育成

創造性やチャレンジ精神、リーダーシップ、コミュニケーション能力、英語運用能力などを培い、変化する
社会の中で新たな価値を創出し、社会の各分野を牽引していく人材を育成します。

地域と連携し、社会の一員として主体的に参画し貢献する意識や態度とともに、ふる
さとを愛する心を養い、地域を支える人材育成を図ります。

イ　地域に活力を与える企画力を備えた人材の育成
実践的な教育活動への支援を通じて、教育の質の向上を図り、企画力やチャレンジ
精神を持ち、地域社会の活性化に主体的に寄与することのできる人材を育成します。

イノベーションを担う人材の育成

ア　最先端の科学分野で活躍しようとする意欲や科学的スキルの獲得

②

大学や研究機関、企業等と連携し、最先端の科学技術や実験を行ったり、大学の
研究者による講義を行うなど、科学技術系分野を牽引する人材を育成します。
イ　人文分野での活躍を志す人材の育成
今日的な課題に対する議論や新たな提案（里山里海、伝統工芸、食文化など）を
自ら進んで行うクリエイティブな力を持った人材を育成します。

世界に羽ばたくグローバル人材の育成

ア　幅広い教養や国際的な視野の獲得

③

グローバルな社会課題、グローバルなビジネス課題の探究に向け、様々な外部連
携・協力を行うことにより、従来の教育活動の枠組を拡げた取組を進めます。

イ　英語コミュニケーション能力の育成
グローバル社会において、文化的な背景や価値観の異なる人々と意見を交わし、
協働するための英語によるコミュニケーションスキルを育成します。

・「おもてなし」を学ぶ授業の推進
・社会と関わる土曜学習事業
・地域交流による高等学校活性化事業
・石川ふるさと学（産業・文化・自然等）の
推進
　（石川版教科書「ふるさと石川」の活用）
・未来の職業人育成プロジェクト

・スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）
・いしかわ高校科学グランプリ
・発展的科学実験実践事業
・京都大学連携事業
・ふるさとに学ぶクリエイティブ人材育成事業

・いしかわニュースーパーハイスクール
　（ＮＳＨ）
・スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）
・職業英会話力育成研究事業
・英語指導力向上モデル事業
・留学促進助成事業

教員の専門性を高める研修の推進①

３
目標

教員の資質・能力や学校の経営力の向上

教員の意識改革や資質・能力の向上に向け教員研修を充実強化するとともに、様々な課題に対応するため、
組織的な学校経営への転換を図ります。

教員の急激な世代交代に備え、研修や新たに構築するスマートスクールネットの活用
を通じて、教員の「学びの力」を育む指導力の向上に取り組みます。

組織的学校経営の推進②
社会や教育を取り巻く環境が大きく変化し、学校現場が抱える課題も複雑・多様化
していることから、専門家等の外部人材を活用するとともに、教員の評価システムの
再構築などを行い、学校の組織的な対応を促進します。

教員の視野を拡げる取組の推進③
社会の変化を察知し日々の授業改善に生かせるよう、企業トップの講演会等を通じ
て教員の社会的視野を拡げる取組を推進します。

・いしかわ師範塾
　（プレミアム研修等）

・教育センター研修事業の充実

・企業トップに学ぶ研修

新たな学びに対応した評価システムの構築①

４
目標

質の高い学びを実現する教育環境の整備

学力向上に向けた評価システムや施設・設備など、質の高い学びを実現する教育環境を整備します。

校種や生徒の学力等を踏まえ、高校教育を通じて身に付けるべき資質・能力を多面
的に評価する手法について調査研究を実施します。

新たな学びを実現する学習環境の整備②
ＩＣＴ環境の整備など、教育の質の向上を目指す上で必要な学習環境の整備に努めます。

産業構造や技術革新に対応できる高校の環境整備③
地元の産業界、大学・研究機関等との連携により専門性の向上に努めるとともに必
要な環境整備に努めます。

・学力スタンダード策定・評価
　研究事業

・ＩＣＴ環境の整備
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